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■全学ニュース

名誉教授称号授与式出席者一同

イングリッシュ首相と懇談する名和総長イングリッシュ首相夫妻との記念写真署名後の名和総長（右）とブライキー副学長

名誉教授称号授与式の挙行

　先に本学名誉教授に決定された方々
（43名）に対する称号授与式を6月7
日（水）に学術交流会館講堂において
執り行いました。
　当日出席された19名の名誉教授一人
ひとりに，名和豊春総長が称号を授与

した後，永年にわたるご尽力に感謝の
言葉が述べられました。閉式後は記念
撮影が行われました。
　また，引き続きファカルティハウス
「エンレイソウ」レストランエルムに
おいて，この度称号を授与された名誉

教授と道内在住の名誉教授，役員，副
学長，部局長との懇談の場として企画
された名誉教授懇談会が農学研究院を
幹事として行われました。
　懇談会には，名誉教授，役員，副学
長，部局長を合わせて60名が出席さ
れ，横田　篤農学研究院長の開式の辞
に始まり，名和総長の挨拶と乾杯，担
当理事による大学の状況報告，新旧の
名誉教授のスピーチがあった後，德久
治彦理事・事務局長の乾杯，「都ぞ弥
生」斉唱へと続き，横田農学研究院長
の閉式の辞で盛会のうちに懇談会を終
えました。

（総務企画部人事課厚生労務室，
農学院・農学研究院・農学部）

オタゴ大学と大学間交流協定を締結

　5月18日（木），ニュージーランド
のオタゴ大学と学術交流に関する協定
及び学生交流に関する覚書の調印が行
われました。調印式には，オタゴ大学
からリチャード・ブライキー副学長，
本学から名和豊春総長，笠原正典理
事・副学長，石森浩一郎理学研究院
長，松島俊也教授ら6名が出席しまし
た。
　オタゴ大学は1869年に設立された
ニュージーランドで最も歴史のある総

合大学です。4部門47コースを有し，
学生約20,600人と教職員約3,800人が在
籍しています。本学では理学研究院を
はじめとして，水産科学研究院や北極
域研究センターでも，それぞれ交流を
進めてきました。本協定の締結によ
り，両大学の更なる教育・研究交流の
推進が期待されます。
　当日は，オタゴ大学出身のビル・イ
ングリッシュ ニュージーランド首相
が初めて来道し，北海道と駐日ニュー

ジーランド大使館のパートナーシップ
覚書の締結に立ち会いました。同会場
には，本学とオタゴ大学の関係者も招
待され，事前に大学間交流協定締結の
調印式を行いました。覚書締結の発表
の際には，本学とオタゴ大学が協定を
結んだことも併せて発表されました。

（国際部国際連携課）
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インドネシアリエゾンオフィス前での記念撮影ジョブフェアの本学ブースの様子

基調講演する名和総長

ボゴール農業大学ジョブフェア2017への参加とインドネシアリエゾンオフィス開設

　国際連携機構と農学研究院は，5
月13日（土）・14日（日）にインドネ
シアのボゴール農業大学で開催され
た「ボゴール農業大学ジョブフェア
2017」に参加しました。
　本フェアはインドネシア国内外から
約70の企業，大学等が参加してそれぞ
れのブースを設置し，ボゴール農業大
学をはじめとするインドネシアの学生
と教職員等に直接，就職や進学に関す
る説明を行うもので，本学からは農学
研究院の岩渕和則教授をはじめ3名の
教職員と国際部より1名の職員が参加
しました。
　日本から参加した教育機関は本学と
奈良先端科学技術大学院大学のみでし
たが，多くの学生等がブースを訪れ
て，本学への留学や研究交流の話に熱
心に聞き入るなど，日本との交流に関

する関心の高さがうかがえました。
　また，教育研究プロジェクトや卒業
生ネットワーク等を通じた連携を活用
した新しい形態の海外オフィスとし
て，本学農学研究院を責任部局とし，
インドネシアのボゴール農業大学内に
リエゾンオフィスを開設しました。
　オフィスはボゴール農業大学内でも
学生が多く集まる利便性の高い場所に
設置され，会議スペースや広報資料等

を配架する設備があり，本学の広報や
教育研究交流の拠点として利用できる
ものとなっています。
　ジョブフェアに参加した本学教職
員の4名は，本学同窓生のハニー・C. 
ウィジャヤ ボゴール農業大学教授の
案内でオフィス視察を行いました。

（国際連携機構，農学院・農学研究院・農学部）

名和総長が第11回日中大学フォーラム（上海）で基調講演

　5月14日（日），上海世貿商城（上
海）において，第11回日中大学フォー
ラムが開催され，名和豊春総長が基調
講演者として出席しました。当日は日
本側から25大学，中国側も約50大学の
学長や副学長，さらに政府や産業界の
方々が参加し，総勢で400名を超える
産官学の交流が催されました。
　日中大学フォーラムは，科学技術振
興機構（JST）と中国国家外国専門家
局との共催で，日中大学間の「人材育
成交流」「頭脳循環の強化」「国際産学
連携」を目的に平成22年に東京で第1
回が開催され，日中間の学術交流最大
のイベントの一つとして，高い評価を
得ています。
　第11回目となる今年は，「大学経
営，国際化，人材育成など日中共同の
課題について」をテーマに，午前は本
学及び中国科学院大学の総長による基
調講演の後，JST特別顧問よりさくら

サイエンスプランの紹介が行われまし
た。午後は日中の主要大学長等による
パネルディスカッションが行われ，日
中の大学が直面する大学経営，国際
化，人材育成等の課題について活発な
議論が交わされました。
　名和総長は基調講演で，本学が現在
取り組んでいる大学の国際化，特に中
国との国際化の状況について紹介しま
した。講演の中で，クラーク博士が札
幌農学校で教えたLofty Ambitiousを
取り上げ，本学が根底に流れるこの精

神を持って国際的な教育・研究に励ん
でいること，また，中国出身である龔　
剣萍先端生命科学研究院教授のソフト
マターの研究に加え，地域の特性を生
かした研究として低温科学や鳥インフ
ルエンザを含む人獣共通感染症研究な
どを紹介しました。さらに，北海道の
自然や食資源，北海道と中国との交流
についても紹介し，北海道と中国の交
流発展への期待を述べました。

（国際部国際連携課）
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齋藤和雄　様（平成29年5月18日）

20,383件　4,155,838,564円
北大フロンティア基金情報
基金累計額（5月31日現在）

北大フロンティア基金

5月のご寄附状況
　法人等1社，個人112名の方々から3,931,000円のご寄附を賜りました。
　そのご厚志に対しまして感謝を申し上げますとともに，同意をいただいている方々のご芳名，銘板の掲示，感謝状の贈呈
について掲載させていただきます。（五十音別・敬称略）

　北大フロンティア基金は，本学の創基130年を機に，教育研究の一層の充実を図り，これまで以上に自主性・自立性を発
揮して大学としての使命を果たすため，平成18年10月に創設しました。
　募金目標額は50億円です。奨学金制度の充実や留学生への支援などの学生支援を中心に，研究支援，学部等支援など様々
な事業を行っており，期限を付さない，息の長い募金活動をすることとしています。
　皆様には基金の趣旨にご賛同いただき，ご協力をお願いします。

柏楊印刷株式会社

寄附者ご芳名（法人等）

寄附者ご芳名（個　人）

合川　正幸 浅野　賢二 阿部　　修 天野　圭一 荒木　利和 五十嵐　毅 石川　裕一 板本　孝治

入澤　秀次 沖本　憲吾 奥山　耕也 小澤　勝光 小内　　透 小野塚憲仁 小畑　　誠 小原　大和

改正　善彦 帰山　雅秀 葛西　　崇 嘉藤　好彦 金川　眞行 金子　英司 河本　充司 上林　一男

北村　彰浩 清田　典宏 倉見　知樹 小林　真也 近藤　繁俊 斉藤　　久 齋藤　弘明 坂川　博志

桜井　謙介 佐々木　弘 佐藤　正壽 澤井　一彦 三升畑元基 塩谷　正貴 柴田　　勲 清水　智之

霜山美和子 杉原　平樹 須田　　力 瀬名波栄潤 髙木　康里 髙田　史朗 髙野不二人 髙橋　英樹

高橋　弘道 橘　　雅洋 田中　秀佳 土家　琢磨 角田　郁子 寺澤　　睦 寺島　貴志 豊田　威信

二宮　貴子 早川　　猛 林　　幸一 早野　　亮 福地　光男 法邑　正人 松永　聖弘 南　　　勝

宮坂　和男 村田　秋子 望月　恒子 本谷美津子 森川　　隆 山内　隆嗣 山岸　善吾 山森　哲也

横倉　隆夫 吉田　広志 渡邊伸一郎

銘板の掲示（20万円以上のご寄附）
（個　人）
　小林　真也，髙橋　英樹，南　　　勝，宮坂　和男

感謝状の贈呈
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①給与からの引き落とし
　申込書は，本学ホームページの「学内限定情報・システム」からダウンロードし，ご記入の上基金事務室に提出してください。

②郵便局または銀行への振り込み
　基金事務室にご連絡ください。払込取扱票をお渡しします。　

北大フロンティア基金に関する問い合わせ　基金事務室（事務局・学内電話 2017）

③現金でのご寄附
寄附申込書に現金を添えて，事務局財務部経理課収入担当にご持参ください。申込書は，本学ホームページから上記①の
要領でダウンロードしてご記入いただくか，各部局事務担当及び事務局財務部経理課収入担当にご用意していますので，
ご利用ください。

④クレジットカードでのご寄附
北大フロンティア基金ホームページ（http://www.hokudai.ac.jp/fund/form.html）のクレジットカード寄附申込フォーム
から申込をお願いします。

ご寄附のお申し込み方法

（総務企画部広報課）

北大フロンティア基金のご案内（申込書）
http://www.hokudai.ac.jp/jimuk/gakunai/fund/data/form.pdf

北大
ホームページ

教職員
向け

学内限定情報・
システム

北大フロンティア基金の
寄附状況・決算等
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石山校友会エルム会長による来賓挨拶 基礎プログラム入校生代表挨拶 上級プログラム入校生代表挨拶

長谷川新渡戸スクール校長代理の挨拶

新渡戸スクール入校式を開催

　大学院特別教育プログラム新渡戸ス
クールの入校式を，5月13日（土）に
高等教育推進機構N1講義室において
開催しました。
　本年度は，新渡戸スクール基礎プロ
グラムの3期生及び新たに開講した上
級プログラムの1期生が新渡戸スクー
ルに入校しました。いずれも厳正な選
考の結果，基礎プログラムは，15研究
科・学院等に所属する116名の入校希
望者から114名を選抜し，そのうち104
名が入校し，上級プログラムは，14研
究科・学院等から33名の入校希望者が
あり，入校を許可された25名が入校し
ました。
　入校式には，長谷川晃新渡戸スクー
ル校長代理，石山　喬校友会エルム会
長（日本軽金属ホールディングス株式

会社代表取締役会長）をはじめ，理
事，研究科長・学院長等が出席すると
ともに，基礎プログラム及び上級プロ
グラム入校生が出席しました。
　入校式では，はじめに長谷川校長代
理から，「新入校生の新渡戸スクール
における学びが有意義なものとなるこ
と」「新渡戸スクールにおける経験を
もとに，本学と世界をつなぐネット
ワークのハブとなり，国際社会の発展
に寄与する指導的・中核的な人材とな
ることを願う」との挨拶がありまし
た。
　続いて，来賓の石山校友会エルム会
長から，「今日のグローバル化した社
会において，スクール生が今後世界の
リーダーとして活躍することを期待す
る」との激励のメッセージをいただき

ました。
　最後に，入校生代表挨拶として，基
礎プログラム入校生の清水菜央さん，
及び上級プログラム入校生のニャン
ベ・シコポ・ポーリンさんが挨拶を行
い，今後の新渡戸スクールにおける修
学への期待や将来の目標等について抱
負を述べました。

（学務部教育推進課）
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作業前，開催の挨拶をする名和総長 図書館周辺のごみ拾い作業をする教職員

平成29年度全学教育科目に係るTA研修会

知って活用したい北大の教員支援制度

札幌キャンパスで第14回「キャンパス・クリーン・デー」を実施

　全学一斉の構内清掃作業「キャンパ
ス・クリーン・デー」を，5月18日
（木）に実施しました。穏やかな晴天
のなか，学生，教職員，構内工事関係
者等ボランティアを含めて，約3,400
名の参加がありました。
　事務局本部においては，はじめに名
和豊春総長から挨拶があり，引き続き
清掃作業を開始しました。収集された
ごみは決められた分類毎に分別し廃棄
処分としました。
　今年で14回目を迎えたキャンパス・
クリーン・デーは，札幌キャンパス内
では一大行事として認知されており，
今後も継続して行う予定としていま

す。来年以降につきましても，多くの
方々にご協力をいただきますようお願
いします。
　環境に対する意識の向上及び皆様の
ご協力により，今年の産業廃棄物（金
属やプラスチックの混合物）の収集量

は昨年に比べ約1割減少しています。
ご協力ありがとうございました。

（施設部環境配慮促進課）

高等教育研修センターにて各研修等を開催

高等教育推進機構高等教育研修センターでは，4・5月に以下のとおり研修会等を開催しました。

（高等教育推進機構）

平成29年度全学教育科目に係るTA研修会　参加者：335名
開 催 日：4月4日（火）
開催場所：高等教育推進機構大講堂等
研修概要：全学教育科目を担当する新任TAを対象に，その心構えや役割の理解

を深めることを目的として開催。

知って活用したい北大の教員支援制度（新任教員向け研修）　参加者：22名
開 催 日：4月21日（金）
開催場所：高等教育推進機構E209教室
研修概要：新任教員を対象に，北大の教育・研究施設及び制度の利用方法，活用

方法を学ぶことを目的として開催。
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ワークショップ「効果的なグループワークの
ためのファシリテーション入門」

講演会「『アクティブラーニング時代』の
大人数講義法の基本」

ワークショップ「効果的なグループワークのためのファシリテーション入門」　　参加者：22名
開 催 日：5月19日（金）
開催場所：情報教育館4階共用多目的教室（2）
研修概要：授業においてグループワークを効果的に導入するためのファシリテー

ションの技法について学ぶことを目的として開催。

講演会「『アクティブラーニング時代』の大人数講義法の基本」　　参加者：80名
開 催 日：5月30日（火）
開催場所：情報教育館3階スタジオ型中講義室
研修概要：大講義室で行う授業において学生とコミュニケーションを取る方法，

学生の積極的な講義への参加を促す方法や授業効果を高める方法等を
学ぶことを目的として開催。

国際教育研究センターで「一般日本語」「多文化交流科目」2017年度第１学期を開講

　国際連携機構国際教育研究センター
（旧留学生センター）では，学内の留
学生・外国人研究員を対象とした「一
般日本語」と，日本人学生と留学生が
共に学ぶ「多文化交流科目」を開講し
ています。その理念は，留学生と日本
人が共に学び，様々な社会的な問題解
決に向けた新たな手段・文化を継続的
に生み出していけるような，新たな社
会構築のための人材を養成することで
す。そのため，「多文化交流科目」を
中核に据えた日本語のレベル別行動目
標である「北海道大学日本語スタン
ダーズ」を設定し，必要な日本語のス
キルを養うための科目展開を行ってい
ます。
　「一般日本語」は，初級科目が「初
級文法」4レベル，「初級口頭表現」
2レベル，「初級漢字語彙」非漢字
圏・漢字圏向け各2レベル，中級科目

が「やりとり」「表現」「理解」の3技
能について各3レベル，上級科目は
「やりとり」「表現」「理解」の3技能
について「ディベート」「プレゼン
テーション」「日本社会探究」など内
容別に13科目，合計61科目を開講して
います。また，上級科目である「ビジ
ネス日本語」は学部留学生も対象とし
ており，キャリアセンターの協力のも
と就職支援を行っています。「多文化
交流科目」においては，留学生・日本
人学生を対象として日本語を使ったア
クティブ・ラーニングを行い，「アカ
デミック・プレゼンテーション」「日
本語のバリエーション」「文化として
の日本マンガ」など11科目を提供して
います。
　「一般日本語」は，研究生・大学院
生・特別聴講学生・現代日本学プログ
ラム生・日本語日本文化研修生・

HUSTEPなど多様な学生が学んでお
り，研究留学生の日本語支援・現代日
本学プログラムの推進・協定大学から
の学生の研修など多様な役割を担って
いると言えます。
　2017年度第１学期は，4月11日（火）
に春学期が始まり，「一般日本語」は
567名の留学生が申請し，複数科目を
受講する者が多いため延べ2,929名が
履修しています。なお，留学生は10月
来日が多く，2016年度第2学期は73科
目を提供し620名の留学生が申請，延
べ2,007名が履修しました。
　国際教育研究センターでは，今後も
本学の国際化により一層貢献していき
たいと考えています。詳細は，ホーム
ページをご覧ください。
◆https://www.oia.hokudai.ac.jp/cier/

（国際連携機構）
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■部局ニュース

調印後の横山研究院長（右）とFlemmig学院長

協定書への署名の様子

調印式参加者の集合写真

調印後の齋藤研究院長（左）と松野市長

歯学研究院・歯学院が香港大学牙醫学院と部局間交流協定を締結

保健科学研究院が岩見沢市と連携協定を締結

　歯学研究院・歯学院は，5月18日
（木），香港大学牙醫学院と部局間交
流協定を締結しました。
　香港大学で開催された調印式には，
歯学研究院から横山敦郎研究院長，有
馬太郎准教授ら4名が赴き，香港大学
からはThomas Flemmig学院長，朱振
雄副学院長をはじめ，関係者多数が参
加して行われました。
　香港大学は，QS World University 
Rankings by Subject 2017の歯学分野
で，世界第1位にランクされており，
世界をリードする研究と優れた教育で
多くの優秀な人材を世界に送り出して
います。
　昨年10月に32名の香港大学歯学部学
生を受け入れ，北海道大学病院歯科診
療センター，歯学部学生実習や講義風

　保健科学研究院及び岩見沢市は，健
康分野で相互に協力し，新たな健康科
学を創造し，地方創生に貢献すること
を目的として，5月31日（水）に連携
協定を締結しました。
　当日は，岩見沢市の「いわみざわ健
康ひろば」で協定の調印式が行われ，
保健科学研究院の齋藤　健研究院長，
岩見沢市の松野　哲市長が協定書に署
名しました。
　調印式では，松野市長が「中長期的
に健康分野での協力を進めていくため
の第一歩」と抱負を述べられ，齋藤研
究院長からは「介護予防や認知症，医
療分析等で連携し，健康づくりに役立
てたい」と発言がありました。
　今回の協定締結により，本研究院で

景の見学，留学生事情の説明など，本
学教員や学生との交流行事を開催した
ことが契機となり，本協定の締結に至
りました。
　今年度は4名の歯学部学生（5年
生）を受け入れ，昨年度とは異なった
プログラムで1週間，研修を行いまし
た。
　調印式でFlemmig学院長は，協定締
結は新たな関係の始まりであり，両校
のこれからの交流発展を願う旨述べら
れました。今後は，本協定に基づき，
国際共同研究の実施や教育研究におけ
る交流連携が一層推進されることが期
待されます。

（歯学院・歯学研究院・歯学部）

は，岩見沢市を研究フィールドとした
健康科学分野における様々な研究を行
い，その研究成果をもとに，岩見沢市
の各種健康施策の企画立案に協力して
いくことを目指しています。
　また，本研究院の小笠原克彦教授及
び鈴木哲平特任助教が中心となって推
進してきた産学官連携による保健科学
分野の研究をさらに進めていくなか
で，本研究院と岩見沢市が，今後ます
ます教育・研究及び地域貢献を推進し
ていくことが期待されます。

（保健科学院・保健科学研究院）
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協力し合いながらの清掃作業 清掃を行う学生 清掃を行う職員

熱心に講演を聴く学生 講演する佐藤財務局理財部次長

函館キャンパスで「春のキャンパス一斉清掃」を実施

経済学院・会計専門職大学院と経済学部で北海道財務局特別講演会を開催

　5月17日（水）に，函館キャンパス
において「春のキャンパス一斉清掃」
を実施しました。当日は晴天にも恵ま
れ，絶好の清掃日和となり，函館キャ
ンパス構内とその周辺の清掃を行うこ
とができ，大変きれいになりました。
参加人数は，学生・教職員を合わせて
約250名となり，多くの方が参加しま

　経済学院・会計専門職大学院と経済
学部では，北海道財務局理財部次長の
佐藤祥悦氏による「財政の持続可能性
の確保に向けて～人口減少局面での経
済政策･成長戦略とは～」と題する特
別講演会を，5月10日（水）に文系講
義棟1番教室において開催しました。
当日は，ほぼすべての席が埋まり用意
した資料が不足するほど盛況で，参加
した学生は真剣に話に耳を傾けていま
した。
　講演では，まず，我が国における人
口構造の変化にともなって生じてい
る，経済・財政上の様々な問題につい
て説明がありました。医療費や年金な
どの社会保障関連負担増の問題を解決
するために，具体的にどのような政策
が実行されているのかについて，事例
を交えながらわかりやすく解説されて
いました。

した。
　収集されたごみ等は，一般ごみ，産
業廃棄物（金属やプラスチックの混合
物），木の枝等を合わせて約4㎥にな
りました。
　函館キャンパスでは毎年，春と秋の
年2回，キャンパス一斉清掃を行って
おり，次回は9月頃を予定していま

　また，現在行われている成長戦略を
取り上げ，これまでの成果や今後の見
通しや方向性についても具体的に説明
されました。豊富なデータを用いて，
道内で実際に行われている取り組み事
例の紹介を交えたお話は，聴講した学
生に日頃の講義内容のよりよい理解を
促すものであったように思います。
　このような講演会は，学生が現実の
経済・社会問題に興味をもち，真剣に
社会の在り方を考える一助となること

す。
　これからも環境美化活動を推進し，
きれいなキャンパスを目指します。ご
協力ありがとうございました。

（水産科学院・水産科学研究院・水産学部）

から，会計専門職大学院及び経済学部
では，今後も北海道財務局との連携を
密にして開催を続けていきたいと考え
ています。

（経済学院・経済学研究院・経済学部）
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活発に議論を交わす教職員 講演する築田専門相談員

経済学院・経済学研究院・経済学部でFD研修を開催

　経済学院・経済学研究院・経済学部
では，様々なハラスメント問題への対
応を考えるため，5月11日（木）に経
済学研究院会議室において，ファカル
ティ・ディベロップメント（FD）研
修会を開催しました。 
　講師としてハラスメント相談室に所
属する築田美抄専門相談員を招き，
「ハラスメントについて」と題して講
演がありました。築田相談員は精神保
健福祉士の資格を持っており，これま
でに公的機関勤務の経験を有していま
す。 
　講演では，「どのような事例がハラ
スメントに該当するのか」の判断基準
について，大学の場で起こりがちな具
体例を挙げながら説明がありました。
また，事がおきた時の本学における相
談窓口とその体制，ハラスメントとは
無縁でいるための心構えの秘訣につい

て，簡潔かつ分かりやすく講演が進め
られました。 
　参加した45名の教職員は熱心に講演
を聴き，大学におけるハラスメントの
対応と予防について多くを学ぶことが
できました。また講演後は数名の参加
者から質問があがり，「大声での叱
責」はハラスメントにあたるのか否
か，相手から不快な対応を受けた場
合，どのように応じることが望ましい
のかといった，コミュニケーションの

取り方に関する質問が寄せられまし
た。
　今後もこのような研修会等を開催し
ていくことによって，様々なハラスメ
ントの防止に真摯に向き合い，充実し
た経済研究環境の構築に努めていきた
いと考えています。

（経済学院・経済学研究院・経済学部）

会計専門職大学院で日本内部監査協会と共催セミナーを開催

　経済学院・会計専門職大学院では，
5月30日（火）に，学術交流会館講堂
において「コーポレートガバナンスと
内部監査の可能性」を全体テーマとし
て，一般社団法人日本内部監査協会と
の第10回共催セミナーを開催しました
（後援：札幌証券取引所）。
　セミナーでは，冒頭，札幌証券取引
所専務理事の鳥居克広氏より，10回目
の開催並びに日本内部監査協会創立60
周年への祝辞が述べられました。
　今回のセミナーは，財務省北海道財
務局理財部長の米澤裕樹氏，リコー
リース株式会社社外監査役の百武直樹
氏，並びに会計専門職大学院の蟹江　
章教授による3つの講演によって構成
されました。
　はじめに，蟹江教授は，「コーポ
レートガバナンスにおける内部監査～

執行か監督か～」というテーマで，大
会社におけるコーポレートガバナンス
体制の下で，内部監査が果たすべき役
割・機能についての考え方を述べまし
た。今後，内部監査は，業務執行責任
者による責任の遂行状況を監査するこ
とで，取締役会というガバナンス機関
による業務執行の監督機能を支援する
という役割を果たしていくことが望ま
しいとの見解を示しました。
　続いて，米澤氏が，「コーポレート
ガバナンスと金融監督を巡る最近の動
向と課題」と題して講演されました。
コーポレートガバナンスの重要性を経
済学や監査論の観点から説明された後
に，コーポレートガバナンスの強化に
向けた政府の取り組みについて，最新
のデータを交えて紹介されました。ま
た，日本の銀行における課題を，事例

を用いてわかりやすく指摘するととも
に，課題の解決に向けた施策を紹介さ
れました。
　最後に，百武氏が，「監査役視点で
の内部監査部門との連携」と題して講
演されました。まず，近年発生した企
業不祥事とこれに対応するためのコー
ポレートガバナンス体制の強化の状況
について説明されました。その上で，
キリングループにおける内部監査の体
制や内部監査を効果的に実施するため
の取り組みについて，特に監査役との
連携に焦点を絞って詳細に紹介されま
した。
　今回のセミナーには，内部監査の実
務者や本学の学生，道外からの50名余
りを合わせて200名を超える参加者が
あり，内部監査が，健全な会社経営の
ためにどのような役割・機能を果たす
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熱心に講演を聞く参加者講演する財務省北海道財務局
理財部長の米澤氏

講演するリコーリース株式会社
社外監査役の百武氏

熱心に説明を受ける学生

べきかについて考える大変良い機会と
なりました。

　会計専門職大学院では，今後もこう
した催しを通じて，地域社会における

会計・監査実務の発展に貢献していき
たいと考えています。

（経済学院・経済学研究院・経済学部）

獣医学部で「地方自治体等合同就職説明会」を開催

　5月18日（木），獣医学部4～6年
生を中心に，本学部・学院の学生を対
象とした「地方自治体等合同就職説明
会」を，獣医学部主催により開催しま
した。本説明会は，地方自治体等の獣
医師職を目指す本学部・学院の学生へ
円滑に情報を提供することを目的と
し，地方自治体等が個別に来学して実
施していた説明会を集約し，平成23年

度より開催しているものです。
　本年で7度目の実施であり，今回は
全国各地から過去最高の36の地方自治
体・団体の出席をいただきました。当
日は学部4～6年生の授業を休講にし
たこともあり，学部4年生から博士課
程4年生まで54名の学生が個別ブース
で熱心に説明を受けました。参加自治
体等にも大変好評で，来年以降も実施

してほしい旨要望を受けました。
　今後も，より一層のキャリア支援体
制の充実・強化を図るため，実施内容
等について改めて検討していく予定で
す。

（獣医学院・獣医学研究院・獣医学部）
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横田研究院長の挨拶 講師の築田専門相談員 研修会の様子

農学研究院で平成29年度第１回ＦＤ研修会を開催

　農学研究院では，ハラスメント相談
室の築田美抄専門相談員を招き，平成
29年度第1回FD研修会「ハラスメン
トを理解して，人間関係の悩みを減ら
そう！」を5月26日（金）に農学部大
講堂にて開催し，教員85名，事務職員
4名が参加しました。
　当日は，横田　篤農学研究院長によ
る開会の挨拶の後，築田講師から，ま
ず，大学におけるハラスメントの典型
例について紹介がありました。教員と
学生間や教職員間などでの典型例か
ら，ハラスメントの加害者や被害者に
ならないための「予防」の重要性など
を学びました。次に，これら典型事例
をより普遍化し，ハラスメントに通底
する基準について説明がありました。

ハラスメントとは，相手方の意思に反
した不適切な言動をすることだけでな
く，こうした言動をすることにより，
相手方に不快感や不利益を与える「人
権侵害行為」であり，学習，研究また
は労働の環境を悪化させる行為を広く
指すものであることが理解できまし
た。さらにこのハラスメント基準を踏
まえ，ハラスメントの被害者や加害者
にならないための自己分析法が解説さ
れました。ハラスメントの加害者にな
らないためには，今の社会で不適切と
される考え方を知り，もし自分に当て
はまるところがあれば，意識を変える
ことが重要であること，また自らがハ
ラスメントの被害者になることを防ぐ
ためにも，こうした考え方の理解が重

要であることを学びました。最後にま
とめとして，ハラスメントの核心は
「強要」（支配）と「蔑み」と言える
こと，また，相手に「断る余地」や
「選択肢」を示すと同時に，相手に嫌
な思いをさせないという気持ちをこめ
たコミュニケーションができれば，ハ
ラスメント問題にまでは至り難いとい
うことが確認できました。
　今回のとても分かりやすい講演で，
当研究院教職員のハラスメント問題へ
の理解をより深めることができまし
た。築田講師には，ここに改めて深く
感謝申し上げます。

（農学院・農学研究院・農学部）

国際広報メディア・観光学院で平成29年度履修証明プログラム
「デスティネーション・マネージャー育成プログラム」がスタート

　本学が実施する履修証明プログラム
としては2例目となる「デスティネー
ション・マネージャー育成プログラ
ム」の開講式を，6月5日（月）に国
際広報メディア・観光学院で行いまし
た。開講式では，山田義裕国際広報メ
ディア・観光学院長が挨拶としてプロ
グラム設置の背景や狙い，履修証明プ
ログラム生（以下，プログラム生）へ
の期待を表明した後，カリキュラムの
内容などに関するガイダンスやプログ
ラム生の自己紹介などが行われまし
た。
　プログラム生は，開講式の後，早
速，修士課程の学生とともに「観光創

造特論Ⅰ（観光と社会・文化）」の第
1講を受講し，担当の西川克之教授，
岡本亮輔准教授の話に真剣な表情で耳
を傾けていました。中には学生と立場
や年代を超えて議論に花を咲かせるプ
ログラム生もおり，学生にとっても実
践経験の豊富なプログラム生との議論
は有意義なものとなったようです。
　同プログラムは，観光を通じた地方
創生を地域において牽引する組織とし
て注目を集めているDMO（デスティ
ネーション・マネジメント・オーガニ
ゼーション）における人材育成プログ
ラムとして開講されたもので，DMO
人材育成を掲げた履修証明プログラム

としては日本で初めてのものです。地
域資源の発掘から実際の誘客に至るま
での観光地域づくりの各プロセスに関
する専門知識を身につけ，地域の現場
でこれらを活用できる実践的な技能を
有する人材の育成を目的としており，
観光創造専攻の正規科目のほかに，航
空会社や旅行会社の現役社員による実
践講習も含まれているほか，札幌市や
登別市におけるフィールド型演習や，
道内の旅行会社，宿泊事業者の経営者
をゲストに招いた講義など，多彩かつ
実践的なカリキュラムになっていま
す。
　修了後は，国策として設立が推進さ
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山田学院長（右から４人目）と受講者７名 山田学院長の言葉に耳を傾ける受講者たち

園芸実習棟前の販売会場 観葉植物売場 集計・会計・梱包の様子

販売開始を待つ来場者

れている「日本版DMO候補法人」に
加え，今後候補法人への登録を目指す
観光関連団体（観光協会，事業者組
合，商工会，NPO等）において中核
的な役割を担うことが期待されていま
す。また，所定の要件を満たしたプロ
グラム生は履修証明書のほか，国際広

報メディア・観光学院長名で「デス
ティネーション・マネージャー」とい
う称号も付与されます。なお，「デス
ティネーション・マネージャー」は本
学の名で既に登録商標されており（商
標登録第5940564号），道内外の地域に
おける観光振興に取り組む人材に求め

られる実質的な資格として普及するこ
とが期待されています。

（国際広報メディア・観光学院，
メディア・コミュニケーション研究院，

観光学高等研究センター）

北方生物圏フィールド科学センターで「植物販売会」を開催

　北方生物圏フィールド科学センター
生物生産研究農場では，北大祭の開催
に合わせて6月1日（木）・2日（金）
に植物の販売を行いました。
　2日間ともあいにくの曇り空でした
が，販売開始時間前には100名ほど行
列ができ，各日1時間のみの販売で，
2日間合わせて約600名のお客様が来
場されました。今年は草花（22種
類），ハーブ苗（23種類），野菜苗（23
種類）の他に，薬学部薬草園の観葉植
物（19種類）を販売し，売り切れにな

る種類が多数ありました。開場の2時
間前から並んでいた方からは「北大の
苗は他の店舗に比べて，とても安く買
えるので毎年楽しみに来ています」な
ど，喜びの声や今後に期待する声が聞
かれました。
　生物生産研究農場では，体験的な農
場実習のカリキュラムの中で，農産物
の販売を視野に入れた草花ハーブ苗の
育成をプログラムに取り入れていま
す。農場ではこうして育成した苗を実
際に販売することによって，農場の教

育・研究活動を知っていただき，学内
の方々と交流を進めたいと考えていま
す。

（北方生物圏フィールド科学センター）
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「みどりの日」に賑わう園内

新たに設置したグッズ用券売機

販売を開始した４種類のクリアファイル満開のハクモクレン

植物園の夏期開園とオリジナルグッズの販売

　北方生物圏フィールド科学センター
耕地圏ステーション植物園では，4月
29日（土・祝）より夏期開園を始めま
した。夏季期間は年中公開している温
室の他に，庭園・博物館・北方民族資
料室・宮部金吾記念館が見学できま
す。当日は天候にも恵まれ，満開に
なったハクモクレンの周りには多くの
来園者が集まっていました。
　5月4日（木・祝）の「みどりの
日」には無料開園を行い，初夏を思わ
せる好天の中，3,888人が来園されま
した。見頃を迎えたシラネアオイやエ
ゾヤマザクラの他に，南極観測で活躍

したタロの剥製がある博物館や北方民
族資料室も大変な人気がありました。
　またこの度，植物園ではオリジナル
クリアファイルを製作しました。レブ
ンアツモリソウ，フタナミソウ他，エ
ゾオオカミ，博物館本館の4種類で
す。価格は1枚300円，4枚セットで
1,000円です。正門受付前にある券売
機で購入できます。
　植物園はこれから高山植物やバラな
どが咲き，美しい季節を迎えます。教
職員や学生は，身分証明書または学生
証を提示すれば無料で入園できますの
で，11月3日（金・祝）までの夏期開

園期間中にぜひご来園ください。

（北方生物圏フィールド科学センター）
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「ぽけっとミュージアム」
はかせ・むし・さかな　各500円（税込）

缶バッジ（ヒグマ・オオワシ・タンチョウ・
モモンガ・エゾシカ・キタキツネ）
各200円（税込）

「Go-to Museum Tote & Badges」
トートバッグ（総合博物館の建物と北海道の
動物たち）　800円（税込）

大学院授業の一環として学生がミュージアムグッズを開発

　大学院の授業「博物館コミュニケー
ション特論　ミュージアムグッズの開
発と評価」（担当：総合博物館・湯浅
万紀子教授）の受講生11名が，総合博
物館オリジナルのグッズを開発しまし
た。「ぽけっとミュージアム」（ハンド
タオル）と「Go-to Museum Tote & 
Badges」（トートバッグと缶バッジ）
です。いずれのグッズも，大学院の授
業においてマーケティング調査をもと
に検討を重ね，総合博物館を身近に感
じていただきたい，そして日常に使用
していただけるグッズを開発したいと
の学生の思いから，実現しました。
　「ぽけっとミュージアム」は，「はか
せ」「むし」「さかな」の3種類のハン
ドタオルです。「はかせ」のモチーフ
は様々な研究分野の発展に貢献した本
学の研究者たちです。総合博物館には
この研究者たちを紹介する展示があり
ます。「むし」と「さかな」は総合博
物館に収蔵されているタイプ標本（学
名を定義する際に基準となる貴重な標
本）をモチーフにしています。総合博

物館の「はかせ」「むし」「さかな」を
散りばめた「ぽけっとミュージアム」
には，小さなミュージアムをポケット
に入れて持ち歩いていただきたいとい
う学生の思いが込められています。
　「Go-to Museum Tote & Badges」
は，総合博物館の建物と北海道の動物
たちをデザインしたトートバッグに，
姉妹製品の缶バッジをお好みに合わせ
て付けて使用していただきたいという
思いから開発されました。描かれた動
物の一部は，剥製や骨格標本が総合博
物館に展示・収蔵されています。缶
バッジの動物の内側には，北海道にち
なんだ植物や雪の結晶がデザインされ
ています。
　全てのグッズに，総合博物館の教員
の監修を受けて学生が執筆した解説も
付されています。総合博物館1階の
ミュージアムショップと，エルムの森
ショップで販売しています。多くの方
にお手にとってご覧いただきたいと思
います。
　グッズ開発の授業の様子は，総合博

物館のウェブサイトで紹介していま
す。　　
◆https://www.museum.hokudai .
ac.jp/education/museummeister/cat/
lesson/communication3/

（総合博物館）

担当学生：石井香奈・加藤麻奈（生命
科学院），久保直紀（総合化学院），坂
本一真・田中望羽・手島　駿・豊岡こ
の実・増田彩乃（理学院），白瀧吏菜
（農学院），杉山和香奈（文学研究
科），田中睦乃（医学研究科）
監修：江田真毅・大原昌宏・河合俊
郎・高橋英樹・山下俊介・山本順司
（総合博物館）
撮影：藤田良治（高等教育研究機構）
指導：湯浅万紀子（総合博物館）

15北大時報  No.759／平成29年（2017年）6月

部局ニュース



受講ノート「畜産製造学」 戦前の絵はがき（左上から反時計回りに，
中央ローン，工学部，大通，豊平橋）

有賀一郎旧蔵資料を大学文書館で受贈

　5月11日（木），有賀典子氏より，
有賀一郎氏（1892-1942）の旧蔵資料
を大学文書館にご寄贈いただきまし
た。
　有賀一郎氏は，1911（明治44）年東
北帝国大学農科大学附属大学予科に入
学し，1914（大正3）年農学科第一部
に進学，同学科を1917（大正6）年に
卒業しました。卒業後は，合名会社鈴
木商店・米星産業株式会社に勤務し，
煙草事業の発展に尽力されました。
　この度，ご寄贈いただいた資料は，
農学科第一部在学時（1914～1917年）
の受講ノートが7冊，大学予科時代に
詠まれた和歌が収録されている歌集

『檉園家集　荻の葉風』（1943年），戦
前期の絵はがき378枚などです。
　受講ノートの内容は，「農業経済学」
「農政学」「畜産学」「家畜飼養学」「農
産製造学」「畜産製造学」「作物学」「土
壌学」「応用菌学」「肥料論」「農具論」
「土地改良論」「特用作物」「経済学原
論」など，農学科の講義を受けて，清
書されたものです。大学ノートが1～
4冊ずつまとめられて製本されてお
り，当時配布されたプリントも整然と
貼付されています。鈴木商店罫紙が
所々に挟み込まれていることから，こ
れらの受講ノートは卒業後も参照され
ていたことがうかがわれます。

　また，戦前期の絵はがきは，67枚が
書簡として使用されています。同窓生
や会社関連の人々から差し出された絵
はがきには，台北・大連・京城など，
外地の絵柄のものが含まれています。
その一方，札幌在住の弟の有賀梧楼氏
からは，北海道帝国大学や札幌市街の
風景がわかるような絵柄が選ばれて使
われています。
　今後，ご寄贈いただいた資料は，大
学文書館において大切に保管し，閲
覧・展示などを通じて広く紹介してま
いります。

（大学文書館） 
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札幌市立北辰中学校による合唱 閉会の挨拶をする佐藤看護部長 看護相談コーナー

病院長室での懇談 子どもたちからの質問に答える栗山監督 キャッチボールの様子

開会の挨拶をする寳金病院長

看護週間－「看護の日の夕べ」ほか様々な催しを実施

　毎年5月12日（ナイチンゲール生誕
日）を含む1週間は「看護週間」とし
て制定されています。今年も本院で
は，看護の重要性について理解を深め
ようと様々な催しを行いました。
　看護週間である5月8日（月）から
12日（金）までの間，病院アメニティ
ホールにて各ナースステーション・セ
ンター紹介のポスター展示を行い，医
科外来ホールでは看護・くすり・栄
養・歯の衛生・運動療法等の相談コー
ナーを設置しました。
　10日（水）にはふれあい看護体験が
行われ，札幌市内及び近郊の高校生が
看護師とともに，病棟や外来で実際の

看護業務を体験しました。
　同日夜にはアメニティホールにて，
「第27回看護の日の夕べ」が寳金清博
病院長の挨拶で開会し，札幌市立北辰
中学校による合唱が行われました。誰
もが知っている曲が演目となってお
り，会場から手拍子が沸き起こるなど
大変盛り上がりました。盛況の中，
「第27回看護の日の夕べ」は，佐藤ひ
とみ看護部長の挨拶で幕を閉じまし
た。このミニコンサートの様子は，本
院アメニティホールに設置されたライ
ブカメラを通じて，病室の無料チャン
ネルでテレビ放映されました。
　看護週間にちなんだ催しは，今年で

27回目を迎えますが，「看護」という
言葉のもつ重さを再認識する貴重な機
会として定着しています。

（北海道大学病院）

北海道日本ハムファイターズがひまわり分校の子どもたちと交流

　病気と闘う子どもたちを勇気づける
ため，北海道日本ハムファイターズの
栗山英樹監督と選手によるひまわり分
校訪問が，5月29日（月）に行われま
した。
　ひまわり分校への訪問は院内学級時
代を通じて11回目を数え，毎年，入院
中の子どもたちが大変楽しみにしてい
るイベントです。今年は，栗山監督の
ほか，大野奨太選手会長，増井浩俊選

手，鍵谷陽平選手，高梨裕稔選手，渡
邉　諒選手の6名が来院されました。
　監督と選手は，寳金清博病院長，佐
藤ひとみ看護部長，門間太輔助教（ス
ポーツ医学診療センター副部長）と懇
談を行った後，本院6階の運動療法施
設で，ひまわり分校の子どもたちから
のインタビューやキャッチボールなど
を通して交流を深めました。
　また，病室から出られない子どもた

ちのために，小児科病棟に足を運び，
監督と選手が病室を1室ずつ回って励
ましました。子どもたちは一緒に写真
を撮ったり，サインを書いてもらった
りと，つかの間の楽しいひと時を過ご
しました。

（北海道大学病院）
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■諸会議の開催状況

役員会（平成29年5月10日）
報告事項・超過勤務実績について
　　　　・会計検査院による会計実地検査の結果について

教育研究評議会（平成29年5月17日）
報告事項・戦略的な広報体制の整備について
　　　　・平成29年度大学の世界展開力強化事業（ロシア）プラットフォーム構築プログラムへの申請書提出について
　　　　・平成29年度国立大学法人機能強化促進費（補助金）の交付内定について

役員会（平成25年5月23日）
議　　案・クロスアポイントメントの適用について
報告事項・平成28年度　資金の運用状況について

※規程の制定，改廃については，「学内規程」欄に掲載しています。

■学内規程

国立大学法人北海道大学ハラスメント防止規程の一部を改正する規程
（平成29年５月22日海大達第164号）

国立大学法人北海道大学職員兼業規程の一部を改正する規程
（平成29年５月22日海大達第165号）

国立大学法人北海道大学における公益通報の処理及び公益通報者の保護等に関する規程の一部を改正する規程
（平成29年５月22日海大達第166号）

国立大学法人北海道大学コンプライアンス基本規程の一部を改正する規程
（平成29年５月22日海大達第167号）

国立大学法人北海道大学安全衛生管理規程の一部を改正する規程
（平成29年５月22日海大達第168号）

国立大学法人北海道大学リスク管理規程の一部を改正する規程
（平成29年５月22日海大達第169号）

国立大学法人北海道大学災害等危機対策規程の一部を改正する規程
（平成29年５月22日海大達第170号）

国立大学法人北海道大学文書処理規程の一部を改正する規程
（平成29年５月22日海大達第171号）

国立大学法人北海道大学法人文書管理規程の一部を改正する規程
（平成29年５月22日海大達第172号）

国立大学法人北海道大学情報公開規程の一部を改正する規程
（平成29年５月22日海大達第173号）

国立大学法人北海道大学個人情報管理規程の一部を改正する規程
（平成29年５月22日海大達第174号）
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国立大学法人北海道大学における個人情報の開示等に関する規程の一部を改正する規程
（平成29年５月22日海大達第175号）

国立大学法人北海道大学ソフトウェア資産管理規程の一部を改正する規程
（平成29年５月22日海大達第176号）

国立大学法人北海道大学情報セキュリティ対策規程の一部を改正する規程
（平成29年５月22日海大達第177号）

国立大学法人北海道大学旅費規程の一部を改正する規程
（平成29年５月22日海大達第178号）

国立大学法人北海道大学入構車両規程の一部を改正する規程
（平成29年５月22日海大達第179号）

国立大学法人北海道大学内部監査規程の一部を改正する規程
（平成29年５月22日海大達第180号）

国立大学法人北海道大学利益相反マネジメント規程の一部を改正する規程
　（平成29年５月22日海大達第181号）

　本年４月１日付けで，本学に政策調整室を設置したことに伴い，所要の改正を行ったものです。

オタゴ大学（ニュージーランド）
Richard Blaikie 副学長（前列中央）

Jukka Reino Siukosaari 
駐日フィンランド共和国大使（右）

モンクット王ラカバン工科大学（タイ）
Nida Larpsrisawad 学部長アドバイザー（中央左）

（国際部国際連携課）

海外

年月日 来　訪　者 来 訪 目 的

29. 5.18 オタゴ大学（ニュージーランド）Richard Blaikie 副学長
大学間協定調印式及び両大学の交流に関す

る懇談

29. 5.30 Jukka Reino Siukosaari 駐日フィンランド共和国大使 両国の交流に関する懇談

29. 6.1 モンクット王ラカバン工科大学（タイ）Nida Larpsrisawad 学部長アドバイザー 両大学の交流に関する懇談

■表敬訪問
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■人事
平成29年５月１日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【経営協議会委員】
（期間：平成31年４月30日まで）
（期間：平成31年４月30日まで）
（期間：平成31年４月30日まで）

　
秋　元　克　広
浅　香　正　博
土　屋　定　之

　
札幌市長
北海道医療大学学長
文部科学省顧問

平成29年５月19日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【係員】
（辞職） 石　田　千　織 医学系事務部総務課

平成29年５月31日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【助教】
（任期満了） 有　木　宏　美 大学院医学研究院助教

【技術職員等】
（辞職） 蘆　原　操　希

池　田　奈津美
大　谷　晶　子
白　野　秋　季

北海道大学病院看護部看護師
北海道大学病院看護部看護師
北海道大学病院看護部看護師
北海道大学病院看護部看護師

平成29年６月１日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【准教授】
大学院水産科学研究院准教授
大学院先端生命科学研究院准教授
国際連携研究教育局・大学院医学研究院准教授

芳　村　　　毅
尾　瀬　農　之
津　田　真寿美

採用
大学院薬学研究院准教授
国際連携研究教育局・大学院医学研究院講師

【講師】
保健センター講師 藤　岡　大　輔 採用

【専門職（特定）】
情報環境推進本部特定専門職 片　桐　弘　之 採用
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　名誉教授　須田勝彦先生は平成29年
4月25日に逝去されました。ここに先
生の生前の功績を偲び，謹んで哀悼の
意を表します。
　先生は，昭和44年3月北海道大学教
育学部を卒業，同46年3月同大学院教
育学研究科修士課程を修了され，同49
年8月北海道大学助手（教育学部，後
に改組により大学院教育学研究院）と
して着任されました。その後，昭和60
年5月助教授，平成6年4月には教授
に昇任され，同21年3月に定年退職さ
れるまで，本学の教育，教職課程にお
ける研究・教育活動において，学問的
に誠実に，温かく学生達に接し，惜し
みない努力を払われました。
　研究分野は教育方法学で，「教科を
超えた教育方法学は教科の内部にあ
る」という立場から，主に算数・数学
教育の領域において，楽しい授業を成
立させる条件を解明しようと，具体的
な指導プログラムを構成し，実験授業

によって検証するという実証的研究を
進められました。さらに，算数・数学
教育の歴史的－社会的な現実の中か
ら，「学問としての数学を教える」と
いう歴史的な発展の方向性あるいは法
則性の客観的存在を明らかにすべく，
算数・数学教育に関して，これまでに
出された諸々の意見・主張や，報告さ
れた諸事実を位置づけ，説明する研究
を行いました。
　また，数学的概念の形成に関する研
究は，狭い意味での数学だけでなく，
それを取り巻く数学論，あるいは数学
をめぐる認識論的な諸研究を足がかり
に進めなければならない，としまし
た。遠山　啓らが明確な教育内容構成
論上の主張として提唱した「量にもと
づく数学教育」は，まだその確立の緒
に就いたに過ぎないとして，量の概念
自体を解明する必要性を指摘したうえ
で，内包量指導の研究を中心的課題に
設定し，それまでの諸研究の問題点を
検討することを通して新しい指導過程
を提出しました。さらに，遠山　啓ら
が開拓した「量の理論」及びその延長
上の問題として，数概念が量の概念か
ら導かれること，あるいは四則演算の
方法が量的事実に対応して説明される
ことなどを具体的に示すことを課題と
しました。しかし，須田先生たちが面
積・乗法・微積分の指導過程の研究を
展開していくと，そこには収まりきら

ない問題群が立ち現れました。研究課
題を量から解析学の領域へ進める，あ
るいは研究課題を幾何学や代数学の領
域の中に設定するに従って，「面積」
の指導プログラム作成においてヒルベ
ルトの「幾何学の基礎」を主な理論的
指針として用いたことに見られるよう
に，大きくは公理的接近方法によっ
て，いかなる数学的性質を他のいかな
る数学的諸性質との関連において，教
育内容として設定すべきかを洗い出す
こととしたのです。
　須田先生は，平成2年度から約20年，
北海道教育学会の事務局長を務め，学
会の運営を支えました。また，日本教
育方法学会・日本カリキュラム学会・
日本教育学会の会員として，全国的な
教育方法学・カリキュラム研究・教育
学の発展に大きく寄与し，特に，日本
教育方法学会では，平成12～27年度ま
で理事や常任理事を歴任されました。
　以上のように，須田先生は，教育学
分野において多くの有為の人材を育
て，学術の発展に顕著な役割を果たさ
れました。
　須田勝彦先生の長年にわたる貢献に
あらためて感謝し，ご冥福を心より祈
念します。

（教育学院・教育学研究院・教育学部）

■訃報
名誉教授　須

す

田
だ

　勝
かつ

彦
ひこ

  氏
（享年71歳）
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　名誉教授　石井邦宜先生が平成29年
4月29日に逝去されました。
　先生は，昭和39年4月北海道大学工
学部を卒業後，同年4月同大学院工学
研究科冶金工学専攻修士課程に入学，
同41年3月同課程を修了されました。
昭和41年4月に北海道大学工学部講師
に採用，同46年4月に助教授に昇任さ
れた後，同63年3月「高炉内反応に関
する基礎的研究」によって工学博士の
学位を授与され，同64年1月北海道大

学工学部教授に昇任，金属工学科金属
工学第二講座を担当され，平成17年3
月に退官されるまで，学生の教育と金
属工学専攻及び金属工学科の発展に尽
力されました。
　研究面では，いち早くコンピュー
ター制御・計測技術を鉄鋼製精錬研究
の分野に導入され，「X線透過装置付
き昇温荷重還元軟化溶融溶け落ち装
置」の開発によって，鉄鉱石を1550℃
まで昇温しながら還元し，その挙動を
直接観察することを可能にしました。
さらに，数々の新しい知見を得ること
で，鉄鋼製造分野の発展に大きく寄与
されました。
　また，これらの高度な実験技術を背
景に，高温超伝導酸化物の組織制御，
アルゴン－アークプラズマ溶解時の温
度，蒸気圧分布の分光学的測定，無重
力環境利用による溶融酸化物の物性研
究など，広範な研究分野で活躍され，

科学技術の発展に貢献されました。
　このような活発な研究活動の結果，
昭和63年には日本鉄鋼協会から西山記
念賞，平成3年には俵論文賞，同8
年，同14年には澤村論文賞，同10年に
は学術功績賞等，数々の賞を授与され
ました。
　学外では，日本鉄鋼協会副会長，同
北海道支部長，同高温プロセス部会部
会長，同環境・エネルギー工学部会部
会長，文部省科学技術・学術審議会専
門委員，北海道TLO株式会社取締
役，日本学術振興会製銑第54委員会委
員長等を務められるなど，学術研究の
推進発展に大きく貢献されました。
　先生の長年にわたるご貢献に改めて
感謝し，ここに謹んで心よりご冥福を
お祈り申し上げます。

（工学院・工学研究院・工学部）

　名誉教授　羽田野六男先生が平成29
年5月15日にご逝去されました。ここ
に謹んで哀悼の意を表します。
　先生は函館市にお生まれになり，昭
和31年3月に北海道大学水産学部水産
製造学科を卒業後，同大学院水産学研
究科水産学専攻修士課程を修了し，財
団法人水産科学研究奨励会研究助手を
経て，同35年3月北海道大学水産学部
助手に採用されました。昭和49年1月
東京大学より農学博士の学位を授与さ
れ，同50年7月北海道大学水産学部助

教授，同61年4月同教授に昇任され，
水産食品学科食品化学第一講座を担
当，平成8年3月停年により退官され
ました。その後，平成9年4月北海道
女子大学（後の北海道浅井学園大学，
現 北翔大学）人間福祉学部教授に採
用され，同18年5月まで務められまし
た。また，平成17年4月から同24年5
月まで社会福祉法人函館カトリック社
会福祉協会理事長を務められました。
この間，北海道大学評議員，北海道大
学水産学部水産食品学科長を歴任さ
れ，北海道女子大学・北海道浅井学園
大学においては，人間福祉学部長，大
学院人間福祉学研究科長，副学長を務
められる等，学校教育や社会福祉の面
においても大きく貢献されました。
　先生のご専門は水産食品学ですが，
ナガズカ魚卵の毒成分の構造解析を世
界に先駆けて行われ，続いて多獲性魚
類の高度利用に関する研究，特に魚肉
タンパク質の機能性に関する研究を行

い，新たな機能特性を明らかにされま
した。さらに，秋サケの肉質の劣化機
構を解明するとともに，網羅的にサケ
科魚類可食部の生化学的データを取得
して，サケ科魚類の有効利用に大いに
貢献されました。また，水産脂質の特
性や機能性，海藻の健康機能特性に関
する研究も精力的に行い，水産食品の
実証に基づいた有用機能の解明に尽力
されました。このように，先生は学問
的基礎から実学，さらには現場への応
用と幅広く研究を重ね，この間多くの
後進を育てられ，そのご功績は誠に大
きなものです。　
　先生の長年にわたるご貢献に改めて
感謝し，ここに謹んでご冥福をお祈り
申し上げます。

（水産科学院・水産科学研究院・水産学部）

名誉教授　石
いし

井
い

　邦
くに

宜
よし

  氏
（享年76歳）

名誉教授　羽
は

田
た

野
の

　六
むつ

男
お

  氏
（享年85歳）
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■資料
在 籍 学 生 数（平成29年5月1日現在）

（注） 1（　）内は女子の内数，〈　〉内は女子の比率
　　　 2［　］内は 2年次編入学定員で外数
　　　 3〔　〕内は 3年次編入学定員で外数（工学部は高専卒業者の受入れ）
　　　 4  以下の表は，すべて外国人留学生数を含む

■ 学部

学部等名 入学定員
在　　籍　　者　　数

聴講生 科目等
履修生 研究生 特　　別

聴講学生 合　　計
1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次 計

文 学 部 185人［  人］ 186人 194人 239人 ―人 ―人 619人
（277〈44.7％〉） 11人 6人 33人 70人 739人

（368〈49.8％〉）

教育学部 50　 〔10　〕 51　 64　 77　 ―　 ―　 192　
（91〈47.4　〉） 1　 16　 9　 5　 223　

（110〈49.3　〉）

法 学 部 200　［10　］〔10　〕 214　 212　 253　 ―　 ―　 679　
（221〈32.5　〉） 6　 4　 11　 700　

（231〈33.0　〉）

経済学部 190　 208　 188　 232　 ―　 　―　 628　
（151〈24.0　〉） 23　 14　 665　

（173〈26.0　〉）

理 学 部 300　 313　 322　 363　 ―　 ―　 998　
（240〈24.0　〉） 1　 5　 8　 1,012　

（244〈24.1　〉）

医 学 部 287　［ 5　］ 298　 314　 306　 108　 125　 1,151　
（524〈45.5　〉） 9　 1,160　

（527〈45.4　〉）

歯 学 部 53　 55　 52　 56　 48　 55　 266　
（108〈40.6　〉） 2　 268　

（108〈40.3　〉）

薬 学 部 80　 81　 86　 81　 27　 29　 304　
（131〈43.1　〉） 5　 309　

（132〈42.7　〉）

工 学 部 670　 〔10　〕 704　 727　 862　 ―　 ―　 2,293　
（322〈14.0　〉） 1　 1　 25　 2,320　

（330〈14.2　〉）

農 学 部 215　 227　 228　 245　 ―　 ―　 700　
（267〈38.1　〉） 4　 2　 1　 8　 715　

（276〈38.6　〉）

獣医学部 40　 41　 43　 49　 38　 41　 212　
（85〈40.1　〉） 1　 213　

（86〈40.4　〉）

水産学部 215　 218　 216　 231　 ―　 ―　 665　
（149〈22.4　〉） 1　 3　 669　

（151〈22.6　〉）
現代日本学
プログラム課程 ―　 17　 9　 ―　 ―　 26　

（21〈80.8　〉）
26　

（21〈80.8　〉）

総合教育部 ―　 2,703　 ―　 ―　 ―　 ―　 ―　 2,703　
（763〈28.2　〉） 213　 2,916　

（888〈30.5　〉）

合 計 2,485　［15　］〔30　〕 2,703　 2,613　 2,655　 2,994　 221　 250　 11,436　
（3,350〈29.3　〉） 24　 39　 69　 367　 11,935　

（3,645〈30.5　〉）

■ 研究所等

研　究　所　等　名 研 究 生 特別研究学生 日本語・日本文化
研修生 日本語研修生 合　　　　計

観 光 学 高 等 研 究 セ ン タ ー 2人 ―人 ―人 ―人 2人（ 2〈100.0％〉）

低 温 科 学 研 究 所 2 2　（ 0〈  0.0　〉）

電 子 科 学 研 究 所 1 1 2　（ 0〈  0.0　〉）

遺 伝 子 病 制 御 研 究 所 2 2　（ 0〈  0.0　〉）

触 媒 科 学 研 究 所 2 2　（ 0〈  0.0　〉）

スラブ・ユーラシア研究センター 2 2　（ 1〈 50.0　〉）

情 報 基 盤 セ ン タ ー 4 4　（ 2〈 50.0　〉）

国 際 連 携 機 構 57 12 69　（47〈 68.1　〉）

総 合 博 物 館 1 1　（ 1〈100.0　〉）

北方生物圏フィールド科学センター 3 3　（ 0〈  0.0　〉）
合　　　　計 19 1 57 12 89　（53〈 59.6　〉）

※学部の入学定員は，学生が第2年次に進級した場合の入学定員である
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■ 大学院
（注）法学研究科の専門職学位課程の上段は3年課程，下段は2年課程の学生数　　　　　

生命科学院の博士課程の上段は3年制博士後期課程，下段は4年制博士課程の学生数

研 究 科 等 名

修士課程（博士前期） 専門職学位課程 博士課程（博士後期及び博士一貫） 聴　

 

講　

 

生

科
目
等
履
修
生

研　

 

究　

 

生

特
別
聴
講
学
生

特
別
研
究
学
生

合　　計入学
定員

在　籍　者　数 入学
定員

在　籍　者　数 入学
定員

在　籍　者　数

1年次 2年次 小　計 1年次 2年次 3年次 小　計 1年次 2年次 3年次 4年次 小　計

文 学 研 究 科 90人 82人 117人 199人 ―人 ―人 ―人 ―人 ―人 35人 27人 34人 106人 ―人 167人 5人 0人 10人 5人 6人 392人
（ 101〈 50.8％〉） （ 84〈 50.3％〉） （ 205〈 52.3％〉）

法 学 研 究 科 20 24 21 45　 50 18 15 18 101　 15 6 4 22 ― 32　 2 16 9 205　
（  21〈 46.7　〉） 26 24 ― （ 24〈 23.8　〉） （ 11〈 34.4　〉） （  69〈 33.7　〉）

情 報 科 学 研 究 科 177 193 180 373　 ― ― ― ― ―　 42 39 39 56 ― 134　 12 1 4 524　
（  41〈 11.0　〉） （ 18〈 13.4　〉） （  62〈 11.8　〉）

薬 学 研 究 院 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 ― ― ― ― ― ―　 0　
（   0〈  0.0　〉）

水 産 科 学 院 90 98 119 217　 ― ― ― ― ―　 35 16 15 24 ― 55　 6 278　
（  61〈 28.1　〉） （ 16〈 29.1　〉） （  78〈 28.1　〉）

水 産 科 学 研 究 院 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 ― ― ― ― ― ―　 1 1　
（   0〈  0.0　〉）

環 境 科 学 院 159 164 158 322　 ― ― ― ― ―　 63 37 27 91 ― 155　 2 479　
（ 119〈 37.0　〉） （ 57〈 36.8　〉） （ 176〈 36.7　〉）

地 球 環 境 科 学 研 究 院 ― ― ― ― ― ― ― ― ―　 ― ― ― ― ― ―　 9 9　
（   5〈 55.6　〉）

理 学 院 129 132 149 281　 ― ― ― ― ―　 56 42 45 63 ― 150　 2 433　
（  48〈 17.1　〉） （ 27〈 18.0　〉） （  75〈 17.3　〉）

理 学 研 究 院 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 ― ― ― ― ― ―　 11 11　
（   3〈 27.3　〉）

農 学 院 142 169 182 351　 ― ― ― ― ―　 42 42 42 68 ― 152　 2 505　
（ 129〈 36.8　〉） （ 49〈 32.2　〉） （ 179〈 35.4　〉）

農 学 研 究 院 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 ― ― ― ― ― ―　 13 13　
（   4〈 30.8　〉）

生 命 科 学 院 132 125 131 256　 ― ― ― ― ―　 46 48 35 58 ― 168　 6 430　
（  98〈 38.3　〉） 4 6 7 8 6 （ 39〈 23.2　〉） （ 140〈 32.6　〉）

先 端 生 命 科 学 研 究 院 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 ― ― ― ― ― ―　 1 1　
（   0〈  0.0　〉）

教 育 学 院 45 49 49 98　 ― ― ― ― ―　 21 14 17 53 ― 84　 2 1 185　
（  68〈 69.4　〉） （ 45〈 53.6　〉） （ 116〈 62.7　〉）

教 育 学 研 究 院 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 ― ― ― ― ― ―　 5 5　
（   2〈 40.0　〉）

国 際 広 報 メ デ ィ ア・
観 光 学 院 42 44 55 99　 ― ― ― ― ―　 17 10 14 56 ― 80　 2 4 185　

（  71〈 71.7　〉） （ 41〈 51.3　〉） （ 117〈 63.2　〉）
メ デ ィ ア・ コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン 研 究 院 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 ― ― ― ― ― ―　 22 22　

（  19〈 86.4　〉）

保 健 科 学 院 40 48 52 100　 ― ― ― ― ―　 10 9 10 22 ― 41　 1 142　
（  42〈 42.0　〉） （ 17〈 41.5　〉） （  60〈 42.3　〉）

保 健 科 学 研 究 院 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 ― ― ― ― ― ―　 5 5　
（   4〈 80.0　〉）

工 学 院 326 408 379 787　 ― ― ― ― ―　 69 64 56 70 ― 190　 1 7 11 996　
（ 111〈 14.1　〉） （ 28〈 14.7　〉） （ 148〈 14.9　〉）

工 学 研 究 院 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 ― ― ― ― ― ―　 23 23　
（   4〈 17.4　〉）

工 学 研 究 科 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 ― ― ― 4 ― 4　 4　
（   0〈 0.0　〉） （   0〈  0.0　〉）

総 合 化 学 院 129 151 145 296　 ― ― ― ― ―　 38 43 53 60 ― 156　 1 1 454　
（  59〈 19.9　〉） （ 37〈 23.7　〉） （  97〈 21.4　〉）

経 済 学 院 35 35 35　 20 22 ― 22　 8 12 ― 12　 1 70　
（  21〈 60.0　〉） （  5〈 22.7　〉） （  5〈 41.7　〉） （  31〈 44.3　〉）

経 済 学 研 究 院 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 ― ― ― ― ― ―　 2 2　
（   2〈100.0　〉）

経 済 学 研 究 科 ― 1 42 43　 ― 1 12 ― 13　 ― 6 12 ― 18　 2 76　
（  27〈 62.8　〉） （  2〈 15.4　〉） （  6〈 33.3　〉） （  37〈 48.7　〉）

医 学 院 20 29 29　 ― ― ― ― ―　 90 84 84　 1 114　
（  13〈 44.8　〉） （ 18〈 21.4　〉） （  32〈 28.1　〉）

医 学 研 究 院 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 ― ― ― ― ― ―　 2 2　
（   1〈 50.0　〉）

医 学 研 究 科 ― 2 33 35　 ― ― ― ― ―　 ― 10 90 89 172 361　 4 2 402　
（  19〈 54.3　〉） （ 84〈 23.3　〉） （ 105〈 26.1　〉）

歯 学 院 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 40 21 21　 21　
（ 10〈 47.6　〉） （  10〈 47.6　〉）

歯 学 研 究 院 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 ― ― ― ― ― ―　 9 9　
（   4〈 44.4　〉）

歯 学 研 究 科 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 ― 1 38 31 29 99　 4 103　
（ 37〈 37.4　〉） （  38〈 36.9　〉）

獣 医 学 院 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 16 12 12　 12　
（ 6〈 50.0　〉） （   6〈 50.0　〉）

獣 医 学 研 究 院 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 ― ― ― ― ― ―　 4 4　
（   1〈 25.0　〉）

獣 医 学 研 究 科 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 ― 10 28 16 33 87　 2 89　
（ 42〈 48.3　〉） （  43〈 48.3　〉）

医 理 工 学 院 12 15 15　 ― ― ― ― ―　 5 6 ― 6　 21　
（   0〈 0.0　〉） （  1〈 16.7　〉） （   1〈  4.8　〉）

国 際 感 染 症 学 院 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 12 11 ― 11　 11　
（  4〈 36.4　〉） （   4〈 36.4　〉）

国 際 食 資 源 学 院 15 17 17　 ― ― ― ― ―　 ― ― ― ― ― ―　 17　
（   8〈 47.1　〉） （   8〈 47.1　〉）

公 共 政 策 学 教 育 部 ― ― ― ―　 30 40 33 ― 73　 ― ― ― ― ― ―　 1 1 1 76　
（ 24〈 32.9　〉） （  25〈 32.9　〉）

公共政策学連携研究部 ― ― ― ―　 ― ― ― ― ―　 ― ― ― ― ― ―　 7 7　
（   5〈 71.4　〉）

合　　　　　計 1,603 1,786 1,812 3,598　
（1,057〈29.4　〉） 100 107 84 18 209　

（ 55〈26.3　〉） 664 570 560 909 240 2,279　
（682〈29.9　〉） 7 8 162 30 45 6,338　

（1,916〈30.2　〉）

（学務部学務企画課）
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【部局別】
　学部等　 平成29年5月1日現在

部　　　　局　　　　名 国　　　　費 外国政府派遣 私　　　　費 合　　計学士課程 研究生等 学士課程 研究生等 学士課程 研究生等
文 学 部 1（ 1） 100（ 79） 101 （ 80）
教 育 学 部 1（ 1） 2（ 2） 14（ 10） 17 （ 13）
法 学 部 1 　　 11（  8） 12 （  8）
経 済 学 部 1（ 1） 2（ 2） 35（ 20） 38 （ 23）
理 学 部 1 　　 1 　　 8（  2） 10 （  2）
医 学 部 1 　　 2（ 1） 9（  3） 12 （  4）
歯 学 部
薬 学 部 1 　　 1 　　 2 
工 学 部 25（ 2） 9（ 4） 5（ 2） 12（ 3） 17（  5） 68 （ 16）
農 学 部 2（ 1） 3（ 1） 8（  7） 13 （  9）
獣 医 学 部 1（  1） 1 （  1）
水 産 学 部 1（ 1） 4（  2） 5 （  3）
現 代 日 本 学 プ ロ グ ラ ム 課 程 26（21） 26 （ 21）
高 等 教 育 推 進 機 構 総 合 教 育 部 8 　　 3（ 1） 30（16） 41 （ 17）

合　　　　　　　　　　計 39 （ 5） 3 （ 3） 13 （ 5） 5 （ 2） 79 （45） 207 （137） 346 （197）

　大学院等

部　　　　局　　　　名
国　　　　費 外国政府派遣 私　　　　費

合　計修士課程 専 門 職
学位課程 博士課程 研究生等 修士課程 専 門 職

学位課程 博士課程 研究生等 修士課程 専 門 職
学位課程 博士課程 研究生等

文 学 研 究 科 2（ 1） 12（ 3） 2（ 1） 1（ 1） 65（ 45） 45（ 27） 16（14） 143 （ 92）
法 学 研 究 科 1（ 1） 2 1 19（ 13） 10（  3） 23（12） 56 （ 29）
情 報 科 学 研 究 科 1 6（ 2） 4（ 2） 34（  6） 28（ 10） 12（ 2） 85 （ 22）
水 産 科 学 院 1 4（ 1） 2（ 2） 11（  7） 13（  6） 6（ 1） 37 （ 17）
水 産 科 学 研 究 院
環 境 科 学 院 13（ 7） 17（ 7） 3（ 2） 66（ 39） 44（ 20） 2 145 （ 75）
地 球 環 境 科 学 研 究 院 8（ 5） 8 （　5）
理 学 院 5（ 1） 12（ 2） 1 22（  9） 29（  6） 69 （ 18）
理 学 研 究 院 1 3（ 2） 4 （　2）
農 学 院 15（10） 31（15） 2（ 1） 22（ 15） 40（ 15） 1（ 1） 111 （ 57）
農 学 研 究 院 1 6（ 2） 7 （　2）
生 命 科 学 院 3 35（13） 2 14（  6） 14（  4） 4（ 2） 72 （ 25）
先 端 生 命 科 学 研 究 院 1 1
教 育 学 院 5（ 5） 39（ 32） 10（  7） 1（ 1） 55 （ 45）
教 育 学 研 究 院 2（ 1） 2 （　1）
国 際 広 報 メ デ ィ ア・ 観 光 学 院 5（ 4） 1 64（ 52） 16（ 10） 4（ 3） 90 （ 69）
メディア・コミュニケーション研究院 1（ 1） 21（18） 22 （ 19）
保 健 科 学 院 1（ 1） 8（  6） 4（  2） 1（ 1） 14 （ 10）
保 健 科 学 研 究 院 3（ 3） 3 （　3）
工 学 院 34（15） 39（ 9） 12（ 1） 4 63（ 16） 36（  9） 11（ 8） 199 （ 58）
工 学 研 究 院 3 15（ 4） 18 （　4）
総 合 化 学 院 2 14（ 9） 2（ 1） 3 1 15（  5） 27（ 13） 1（ 1） 65 （ 29）
経 済 学 研 究 科 3（ 1） 36（ 24） 1 5（  3） 2（ 2） 47 （ 30）
経 済 学 院 1（ 1） 3（ 1） 23（ 17） 4（ 2） 5（  3） 36 （ 24）
経 済 学 研 究 院 2（ 2） 2 （　2）
医 学 研 究 科 5（ 2） 3（ 1） 1（ 1） 5（  4） 12（  8） 26 （ 16）
医 学 院 3 5（  2） 8 （　2）
歯 学 研 究 科 1（ 1） 7（  2） 1（ 1） 9 （　4）
歯 学 院 2（  1） 2 （　1）
獣 医 学 研 究 科 26（13） 2（ 1） 18（ 13） 1（ 1） 47 （ 28）
獣 医 学 院 1 3（  2） 4 （　2）
獣 医 学 研 究 院 1（ 1） 1 （　1）
医 理 工 学 院 1 1
国 際 感 染 症 学 院 2（ 1） 2（  1） 4 （　2）
国 際 食 資 源 学 院 3（  2） 3 （　2）
公 共 政 策 学 教 育 部 17（12） 1 18 （ 12）
公 共 政 策 学 連 携 研 究 部 7（ 5） 7 （　5）
低 温 科 学 研 究 所 2 2
電 子 科 学 研 究 所
触 媒 科 学 研 究 所 2 2
ス ラブ・ユーラシア研究センター 2（ 1） 2 （　1）
情 報 基 盤 セ ン タ ー 4（ 2） 4 （　2）
北方生物圏フィールド科学センター 1 2 3
観 光 学 高 等 研 究 セ ン タ ー 2（ 2） 2 （　2）
国 際 連 携 機 構
高 等 教 育 推 進 機 構

合　　　　　　　　　　計 80 （36） 219 （89） 14 （ 6） 2 （ 1） 38 （11） 7 （ 1） 512 （298） 22 （14） 376 （167） 166 （95） 1,436（718）

　日本語研修生等

国 際 連 携 機 構
日本語・日本文化研修生 日本語研修生 合　　計国　　費 外国政府派遣 私　　費 国　　費 私　　費

17（13） 2（ 2） 38（28） 12（ 4） 69（47）

　外国人留学生総数

学部留学生数
大　　学　　院　　留　　学　　生

研究生等 日　本　語　研　修　生
日本語・日本文化研修生 留学生総数 外国人学生

（「留学」以外）
留学生及び外国人学生

総　　　計修士課程 専門職学位課程 博士課程
131（55） 594（335） 22（14） 633（267） 402（244） 69（47） 1,851（962） 40（12） 1,891（974）

平成29年度外国人留学生数（「留学」意外の在留資格の者を含む）

＊（　）内は女子を内数で示す
＊修士課程には博士前期課程を，博士課程には博士後期課程を含む
＊研究生等には特別研究学生及び特別聴講学生を含む

（国際部国際教務課）
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地
域

国　　　名

（地　域　名）

国　　　　　　　　　　　　　　　費 政　　　　府　　　　派　　　　遣 私　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　費

合　　計学　　部
日本語
研修生

日本語・
日本文化
研 修 生

大　　学　　院
小　計

学　　部 日本語・
日本文化
研 修 生

大　　学　　院
小　計

学　　　　　部 日本語・
日本文化
研 修 生

大　　　　　学　　　　　院
小　計学　士 研究生

（研） 修　士 専 門 職
学位課程 博　士 研究生

（研研） 学　士 研究生
（研）

特　　別
聴講学生 修　士 博　士 研究生

（研研）
特　　別
研究学生

特　　別
聴講学生 学　士 研究生

（研）
特　　別
聴講学生 修　士 専 門 職

学位課程 博　士 研究生
（研研）

特　　別
研究学生

特　　別
聴講学生

ア
ジ
ア

インド 1（ 1） 7（ 1） 10（ 2） 18（　4） 1（ 1） 1（　1） 11（　5） 1 14（　7） 32（ 11）
インドネシア 1（ 1） 1 7（ 4） 14（ 7） 1（ 1） 24（ 13） 2（ 2） 1（ 1） 4（ 3） 1 11（　3） 21（　6） 40（ 15） 64（ 28）
韓国 30（ 1） 2 9（ 4） 41（　5） 3 1（ 1） 22（13） 3（ 3） 17（　8） 43（ 12） 3（ 1） 92（ 38） 133（ 43）
カンボジア 1 2（ 1） 1（ 1） 4（　2） 4（　2） 1 5（　2） 9（　4）
シンガポール 1（ 1） 1（ 1） 1（ 1） 3（　3） 6（ 6） 1（ 1） 1 1 9（　7） 12（ 10）
スリランカ 1（ 1） 1（ 1） 6（ 3） 1 9（　5） 2（　1） 1（　1） 3（　2） 12（　7）
タイ 2（ 1） 8（ 3） 21（14） 31（ 18） 1 1 3（ 3） 1 1（ 1） 4（　1） 14（　7） 23（ 12） 55（ 30）
台湾 3（ 2） 3（ 3） 13（ 6） 3（ 2） 14（ 11） 1（ 1） 11（　3） 6（ 3） 2（ 2） 9（ 4） 65（ 37） 65（ 37）
中国 3（ 3） 4（ 4） 38（21） 1 46（ 28） 5（ 2） 2（ 2） 2（ 1） 38（11） 1 6（ 1） 54（17） 25（ 9） 55（47） 38（24） 15（12）409（253） 21（13）174（ 86） 91（49） 20（12） 13（12） 861（517） 961（562）
ネパール 1 7（ 1） 8（　1） 4（　3） 4（　3） 12（　4）
パキスタン 5 5 1 1 6
バングラデシュ 1 10（ 5） 25（12） 36（ 17） 2（　1） 16（　5） 18（　6） 54（ 23）
フィリピン 1 6（ 2） 7（ 2） 1（ 1） 15（　5） 1（ 1） 5（ 3） 4 5（　3） 15（　7） 30（ 12）
ブルネイ 1（ 1） 1（　1） 1（　1）
ベトナム 1（ 1） 4（ 3） 5（ 1） 10（　5） 6（ 5） 2（ 2） 5（　3） 16（ 11） 1（ 1） 30（ 22） 40（ 27）
マレーシア 2（ 1） 3（ 2） 8（ 3） 13（　6） 12（ 5） 12（ 5） 2（ 1） 1（　1） 5（　2） 8（　4） 33（ 15）
ミャンマー 2（ 2） 2（ 1） 5（ 4） 9（　7） 4（　3） 4（　3） 13（ 10）
モンゴル 1 1（ 1） 4 6（　1） 3（　2） 5（　2） 4（ 3） 12（　7） 18（　8）
ラオス 2（　1） 2（　1） 2（　1）
小　計（18ヵ国1地域） 34（ 3） 1（ 1） 3（ 1） 13（ 9） 56（28） 166（75） 6（ 4）279（121） 13（ 5） 5（ 2） 2（ 2） 2（ 1） 38（11） 1 6（ 1） 67（22） 52（30） 60（52） 86（52） 23（18）474（285） 22（14）338（152） 107（57） 22（14） 22（16）1,206（690） 1,552（833）

中
近
東

イラン 1（ 1） 2 3（　1） 2 1（ 1） 3（　1） 6（　2）
オマーン 1（　1） 1（　1） 1（　1）
クウェート 1 1 1
シリア 1（　1） 1（　1） 1（　1）
トルコ 1 1 1
パレスチナ 1（ 1） 1（　1） 1（　1）
ヨルダン 2 2 2
小　計　（7ヵ国） 1 1（ 1） 5（ 1） 7（　2） 1 2（　2） 2 1（ 1） 6（　3） 13（　5）

ア
フ
リ
カ

アンゴラ 1 1 1
ウガンダ 1 1 1
エジプト 1 3 4 1（　1） 3（　2） 1（ 1） 5（　4） 9（　4）
エチオピア 2 2 1（　1） 1（　1） 3（　1）
エリトリア 1（ 1） 1（　1） 1（　1）
ガーナ 2（ 1） 2（　1） 1（　1） 1（　1） 3（　2）
カーボヴェルデ 1 1 1
ガボン 1 1 1
ギニア 1 1 1
ケニア 1 1 2 2 3
コートジボワール 1 1 1
ザンビア 2（ 1） 8（ 1） 10（　2） 4（　2） 3（　3） 7（　5） 17（　7）
セネガル 2（　1） 2（　1） 2（　1）
タンザニア 1（ 1） 1（　1） 1 1 2（　1）
ナイジェリア 1 1 3（ 1） 5（　1） 6（2） 3 1 10（　2） 15（　3）
ブルキナファソ 2（ 1） 1 3（　1） 3（　1）
マダカスカル 1（ 1） 1 2（　1） 2（　1） 1（　1） 3（　2） 5（　3）
マラウイ 4（　2） 1 5（　2） 5（　2）
南アフリカ 1 1 1
南スーダン 1 1 1
モザンビーク 2 2 1 1 3
モロッコ 1（　1） 1（　1） 1（　1）
小　計　（22ヵ国） 1 5（ 1） 5（ 2） 26（ 5） 2 39（　8） 6（ 2） 23（　9） 11（　7） 1（ 1） 41（ 19） 80（ 27）

大
洋
州

オーストラリア 3（ 2） 3（ 1） 6（　3） 6（　3）
サモア 1 1 1
トンガ 1（ 1） 1（　1） 1（　1）
パプアニューギニア 2 2 1 1 3
フィジー 1 1 1
小　計　（5ヵ国） 1（ 1） 2 3（　1） 3（ 2） 3（ 1） 3 9（　3） 12（　4）

北
米
アメリカ合衆国 1（ 1） 2 1（ 1） 4（　2） 8（ 5） 1（ 1） 15（ 7） 2（ 1） 4 7（　2） 37（ 16） 41（ 18）
カナダ 1 1 2（ 2） 1（ 1） 2 5（　3） 6（　3）
小　計　（2ヵ国） 1（ 1） 2 1（ 1） 1 5（　2） 10（ 7） 1（ 1） 16（ 8） 2（ 1） 4 9（　2） 42（ 19） 47（ 21）

中
南
米

エクアドル 1（　1） 1（　1） 1（　1）
キューバ 1 1 1
グアテマラ 1（ 1） 1（　1） 1（　1）
コスタリカ 1 1 1
コロンビア 2（ 1） 2（　1） 2（　1） 2（　1） 4（　2）
トリニダード・トバゴ 1（ 1） 1（　1） 1（　1）
ブラジル 1 4 2（ 1） 7（　1） 2 2（ 1） 1（ 1） 1 6（　2） 13（　3）
ペルー 2（ 2） 1 1（ 1） 1 5（　3） 5（　3）
ボリビア 1（ 1） 1（　1） 1（　1）
ホンジュラス 1 1 1
メキシコ 1 1 1
小　計　（11ヵ国） 3（ 2） 2（ 1） 7（ 2） 7（ 2） 2（ 1） 21（　8） 2 2（ 1） 1（ 1） 1（　1） 2（　1） 1 9（　4） 30（ 12）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

アゼルバイジャン 2 2 2
英国（イギリス） 2 5（ 2） 2（ 1） 2（　1） 11（　4） 11（　4）
イタリア 1 1 1 1 2
ウクライナ 2（ 2） 2（　2） 1 1 3（　2）
ウズベキスタン 2 2 2
オーストリア 2 2 2
オランダ 1（ 1） 1（　1） 1（ 1） 1（　1） 2（　2）
カザフスタン 1（ 1） 1（　1） 2（　2） 2（　2）
キルギス 1 1 1
スウェーデン 2（ 1） 2 1 1 1（ 1） 7（　2） 7（　2）
スペイン 1 1 2 1 1（ 1） 2（　1） 4（　1）
スロバキア 1 1 1
チェコ 1 1 1
デンマーク 1 1 1
ドイツ 2（ 1） 5（ 5） 2 2（　1） 2（ 1） 1 14（　8） 14（　8）
ハンガリー 1（ 1） 1（　1） 1（ 1） 1 1（　1） 3（　2） 4（　3）
フィンランド 1（ 1） 1（　1） 4（ 4） 9（ 4） 1（ 1） 1（　1） 15（ 10） 16（ 11）
フランス 1 1 3（ 2） 1 1 2（　1） 1（ 1） 1 9（　4） 10（　4）
ベラルーシ 1（ 1） 1（　1） 1（　1）
ベルギー 3（ 2） 1 4（　2） 4（　2）
ポーランド 1 3（ 2） 1 5（　2） 2（ 1） 1（ 1） 2 5（　2） 10（　4）
ラトビア 1（ 1） 1（　1） 1（　1）
リトアニア 1（ 1） 1（　1） 1（ 1） 1（　1） 2（　2）
ロシア 2（ 2） 1（ 1） 1（ 1） 4（　4） 1（ 1） 4（ 4） 1 2 2（ 2） 10（　7） 14（ 11）
小　計　（24ヵ国） 1 2（ 2） 3（ 3） 7（ 3） 14（ 5） 3（ 1） 30（ 14） 11（ 6） 33（20） 12（ 8） 5（　1） 14（　5） 8（ 5） 4（ 1） 87（ 46） 117（ 60）

合　計（89ヵ国1地域） 39（ 5） 3（ 3） 12（ 4） 17（13） 80（36） 219（89） 14（ 6）384（156） 13（ 5） 5（ 2） 2（ 2） 2（ 1） 38（11） 1 6（ 1） 67（22） 79（45） 61（53） 146（84） 38（28）512（298） 22（14）376（167） 109（58） 31（20） 26（17）1,400（784） 1,851（962）

平成29年度国別外国人留学生数
平成29年5月1日現在

※（　）内は女子の数で内数

（国際部国際教務課）
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平成28年度卒業・修了者の就職等状況一覧

1．就職等状況
学　部 平成29年5月1日現在

学部

項目

文学部 教育学部 法学部 経済学部 理学部 医学部 歯学部 薬学部 工学部 農学部 獣医学部 水産学部 合　　計医学科 保健学科 薬科学科（4年制） 薬学科（6年制）
人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名）

（A） （98） （29） （63） （57） （67） （28） （121） （11） （12） （16） （101） （76） （14） （49） （742）
卒 業 者 数 189 59 206 201 292 103 186 38 50 30 702 223 39 192 2,510 
（B） （79） （23） （48） （49） （10） （92） （1） （15） （26） （20） （10） （13） （386）
就 職 希 望 者 数 141 44 157 172 46 118 3 27 102 49 25 54 938 
（C） 〔0〕（72） 〔0〕（23） 〔0〕（44） 〔0〕（49） 〔0〕（10） 〔0〕（92） 〔0〕 （1） 〔2〕（15） 〔0〕（22） 〔0〕（20） 〔1〕（10） 〔0〕（11） 〔3〕（369）
就 職 者 数 〔1〕 125 〔1〕 43 〔0〕 146 〔0〕 166 〔0〕 40 〔0〕 115 〔0〕 3 〔2〕 27 〔0〕 91 〔0〕 45 〔1〕 25 〔0〕 45 〔5〕 871 
うち （42） （10） （28） （33） （5） （31） （0） （6） （15） （14） （8） （5） （197）
道外就職者 73 22 94 118 26 39 2 16 60 30 22 29 531 
うち （0） （0）
有　職　者 1 1 

（D） （91.1） （100.0） （91.7） （100.0） （100.0） － （100.0） － （100.0） （100.0） （84.6） （100.0） （100.0） （84.6） （95.6）
就 職 率（％） 88.7 97.7 93.0 96.5 87.0 － 97.5 － 100.0 100.0 89.2 91.8 100.0 83.3 92.9 

昨年の就職率（％） （92.2） （100.0） （96.6） （97.9） （75.0） － （100.0） － （50.0） （100.0） （100.0） （96.2） （100.0） （100.0） （96.7）
90.0 95.6 94.0 95.4 81.6 － 99.2 － 85.7 100.0 99.0 91.2 92.9 96.4 94.5 

（E） 〔14〕（15） 〔3〕 （3） 〔7〕（10） 〔4〕 （5）〔52〕（55） 〔1〕 （1）〔16〕（25） 〔0〕 （0）〔11〕（11） 〔1〕 （1）〔71〕（74）〔45〕（50） 〔2〕 （3）〔34〕（36） 〔261〕（289）
進 学 者 数 〔31〕 34 〔11〕 11 〔27〕 36 〔17〕 21 〔218〕 232 〔1〕 3 〔49〕 61 〔0〕 0 〔47〕 47 〔3〕 3 〔569〕 584 〔145〕 161 〔6〕 10 〔126〕 138 〔1,250〕 1,341 
うち 〔14〕（15） 〔3〕 （3） 〔7〕 （9） 〔4〕 （5）〔52〕（55） 〔1〕 （1）〔16〕（22） 〔11〕（11） 〔1〕 （1）〔71〕（74）〔45〕（50） 〔2〕 （3）〔34〕（36） 〔261〕（285）
大　学　院 〔31〕 34 〔11〕 11 〔27〕 35 〔17〕 21 〔218〕 232 〔1〕 3 〔49〕 58 〔47〕 47 〔3〕 3 〔569〕 583 〔145〕 161 〔6〕 10 〔126〕 138 〔1,250〕 1,336 
うち 〔0〕 （1） 〔0〕 （3） 〔0〕 （0） 〔0〕 （4）
大　　　学 〔0〕 1 〔0〕 3 〔0〕 1 〔0〕 5 
うち 〔0〕 （0）
就職している者 〔0〕 0 

（F） （11） （3） （9） （3） （2） （27） （4） （11） （5） （6） （1） （2） （84）
そ の 他 30 5 24 14 20 100 10 38 27 17 4 9 298 

・A＝C＋E＋F　・ D＝C÷B×100　・上段（　）は，女子で内数／就職率（　）は，女子の就職率
・就職者数〔　〕は，正規の職員等でないもので内数
・進学者数〔　〕は，本学進学者で内数
・進学者数「うち就職している者〔　〕」は，正規の職員等でないもので内数
◇医学部医学科については，卒業後2年間の研修期間がある
◇歯学部については，卒業後1年間の研修期間がある
◇薬学部は，４年制（薬科学科）と6年制（薬学科）がある

修士課程
研究科（学院）

項目

文学研究科 法学研究科 経済学研究科 医学研究科 情報科学
研究科 水産科学院 環境科学院 理学院 農学院 生命科学院 教育学院 国際広報メディア

・観光学院 保健科学院 工学院 総合化学院 合　　計

人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名）
（A） （39） （6） （19） （10） （22） （22） （60） （19） （54） （40） （28） （34） （26） （50） （32） （461）
修 了 者 数 80 14 33 17 174 85 154 118 145 128 45 48 57 331 143 1,572 
（B） （20） （5） （8） （7） （17） （21） （43） （13） （45） （33） （18） （25） （21） （45） （26） （347）
就 職 希 望 者 数 40 9 18 11 146 80 120 80 121 93 28 36 45 302 115 1,244 
（C） 〔1〕（18） 〔1〕 （4） 〔0〕 （7） 〔1〕 （5） 〔0〕（16） 〔0〕（21） 〔2〕（39） 〔0〕（12） 〔1〕（44） 〔0〕（32） 〔0〕（15） 〔2〕（22） 〔0〕（20） 〔0〕（45） 〔0〕（26） 〔8〕（326）
就 職 者 数 〔2〕 30 〔1〕 7 〔0〕 16 〔1〕 9 〔0〕 143 〔0〕 78 〔2〕 115 〔3〕 77 〔3〕 115 〔1〕 91 〔1〕 23 〔4〕 31 〔0〕 44 〔0〕 297 〔0〕 115 〔18〕 1,191 
うち （10） （3） （6） （3） （16） （18） （29） （10） （38） （27） （8） （14） （7） （37） （25） （251）
道外就職者 19 6 12 5 121 66 92 57 94 83 12 19 17 256 112 971 
うち （1） （0） （2） （0） （2） （1） （1） （0） （7）
有　職　者 2 1 2 4 5 2 2 1 19 

（D） （90.0） （80.0） （87.5） （71.4） （94.1） （100.0） （90.7） （92.3） （97.8） （97.0） （83.3） （88.0） （95.2） （100.0） （100.0） （93.9）
就 職 率（％） 75.0 77.8 88.9 81.8 97.9 97.5 95.8 96.3 95.0 97.8 82.1 86.1 97.8 98.3 100.0 95.7 

昨年の就職率（％） （87.0） （100.0） （100.0） （83.3） （100.0） （96.2） （88.9） （100.0） （86.7） （95.8） （88.2） （69.6） （93.8） （96.2） （100.0） （90.8）
83.3 90.9 100.0 92.9 100.0 96.9 93.2 96.5 90.8 95.9 88.9 75.0 97.0 99.3 99.1 95.9 

（E） 〔5〕 （5） 〔1〕 （1） 〔4〕 （4） 〔2〕 （2） 〔4〕 （4） 〔0〕 （0） 〔6〕 （6） 〔4〕 （4） 〔6〕 （6） 〔4〕 （4） 〔3〕 （4） 〔2〕 （2） 〔3〕 （4） 〔0〕 （0） 〔6〕 （6）〔50〕（52）
進 学 者 数 〔15〕 15 〔2〕 2 〔6〕 6 〔4〕 4 〔23〕 23 〔3〕 3 〔16〕 20 〔24〕 26 〔17〕 19 〔25〕 26 〔5〕 7 〔3〕 3 〔9〕 11 〔13〕 14 〔24〕 25 〔189〕 204 
うち 〔5〕 （5） 〔1〕 （1） 〔4〕 （4） 〔2〕 （2） 〔4〕 （4） 〔0〕 （0） 〔6〕 （6） 〔4〕 （4） 〔6〕 （6） 〔4〕 （4） 〔3〕 （4） 〔2〕 （2） 〔3〕 （4） 〔0〕 （0） 〔6〕 （6）〔50〕（52）
大　学　院 〔15〕 15 〔2〕 2 〔6〕 6 〔4〕 4 〔23〕 23 〔3〕 3 〔16〕 20 〔24〕 26 〔17〕 19 〔25〕 26 〔5〕 7 〔3〕 3 〔9〕 11 〔13〕 14 〔24〕 25 〔189〕 204 
うち 〔0〕 （0）
大　　　学 〔0〕 0 
うち 〔0〕 （1） 〔0〕 （0） 〔0〕 （1） 〔0〕 （2）
就職している者 〔0〕 1 〔0〕 1 〔0〕 6 〔0〕 8 

（F） （16） （1） （8） （3） （2） （1） （15） （3） （4） （4） （9） （10） （2） （5） （0） （83）
そ の 他 35 5 11 4 8 4 19 15 11 11 15 14 2 20 3 177 

・A＝C＋E＋F　・D＝C÷B×100　・上段（　）は，女子で内数／就職率（　）は，女子の就職率
・就職者数〔　〕は，正規の職員等でないもので内数
・進学者数〔　〕は，本学進学者で内数
・進学者数「うち就職している者〔　〕」は，正規の職員等でないもので内数
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専門職大学院

研究科等

項目

法科大学院
（法学研究科）

会計専門職大学院
（経済学研究科）

公共政策大学院
（公共政策学教育部） 合　　計

人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名）
（A） （11） （2） （13） （26）
修 了 者 数 45 12 43 100 
（B） （0） （1） （11） （12）
就 職 希 望 者 数 1 6 38 45 
（C） 〔0〕 （0） 〔0〕 （1） 〔0〕 （11） 〔0〕 （12）
就 職 者 数 〔0〕 1 〔0〕 5 〔0〕 37 〔0〕 43 
うち （0） （0） （8） （8）
道外就職者 1 3 23 27 
うち （1） （1）
有　職　者 6 6 
（D） - （100.0） （100.0） （100.0）
就 職 率（％） 100.0 83.3 97.4 95.6 

昨 年 の 就 職 率（％）
（100.0） （100.0） （83.3） （90.9）
100.0 100.0 81.3 90.3 

（E） 〔1〕 （1） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0） 〔1〕 （1）
進 学 者 数 〔2〕 2 〔1〕 1 〔1〕 1 〔4〕 4 
うち 〔1〕 （1） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0） 〔1〕 （1）
大　学　院 〔2〕 2 〔1〕 1 〔1〕 1 〔4〕 4 
うち 〔0〕 （0）
大　　　学 〔0〕 0 
うち 〔0〕 （0）
就職している者 〔0〕 0 
（F） （10） （1） （2） （13）
そ の 他 42 6 5 53 

・A＝C＋E＋F　・D＝C÷B×100　・上段（　）は，女子で内数／就職率（　）は，女子の就職率
・就職者数〔　〕は，正規の職員等でないもので内数
・進学者数〔　〕は，本学進学者で内数
・進学者数「うち就職している者〔　〕」は，正規の職員等でないもので内数
◇法科大学院の（F）その他には，修了後に実施される新司法試験の受験準備者を含む

博士課程
研究科
（学院）

項目

文学
研究科

法学
研究科

経済学
研究科

医学
研究科

歯学
研究科

獣医学
研究科

情報科学
研究科

水産
科学院

環境
科学院 理学院 農学院 生命

科学院＊1 教育学院
国際広報
メディア・
観光学院

保健
科学院 工学院＊2 総合

化学院 合　　計

人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名） 人数（名）
（A） ［8］ （15） ［3］ （6） ［0］ （2） ［0］ （20） ［0］ （9） ［2］ （7） ［1］ （8） ［1］ （5） ［2］ （15） ［0］ （5） ［4］ （14） ［1］ （13） ［1］ （2） ［2］ （4） ［0］ （3） ［0］ （7） ［1］ （10） ［26］（145）
修 了 者 数 ［18］ 37 ［12］ 17 ［0］ 5 ［2］ 84 ［0］ 24 ［5］ 20 ［7］ 53 ［4］ 13 ［8］ 43 ［7］ 36 ［11］ 40 ［3］ 38 ［5］ 10 ［6］ 9 ［0］ 7 ［6］ 43 ［6］ 48 ［100］ 527 
（B） （8） （3） （2） （15） （5） （4） （6） （1） （7） （2） （3） （4） （1） （3） （3） （3） （9） （79）
就 職 希 望 者 数 24 8 3 67 13 16 47 5 24 19 23 26 6 6 7 24 42 360 
（C） 〔1〕 （6） 〔2〕 （3） 〔0〕 （2） 〔6〕 （13） 〔3〕 （5） 〔1〕 （4） 〔2〕 （6） 〔0〕 （1） 〔1〕 （6） 〔2〕 （2） 〔0〕 （3） 〔2〕 （4） 〔0〕 （1） 〔0〕 （2） 〔0〕 （3） 〔0〕 （2） 〔3〕 （9） 〔23〕 （72）
就 職 者 数 〔5〕 19 〔2〕 8 〔1〕 3 〔25〕 64 〔5〕 13 〔5〕 16 〔6〕 47 〔2〕 5 〔5〕 22 〔15〕 19 〔7〕 23 〔9〕 26 〔0〕 6 〔2〕 5 〔0〕 7 〔4〕 23 〔10〕 40 〔103〕 346 
うち （4） （1） （2） （2） （0） （4） （5） （0） （4） （1） （2） （3） （0） （0） （0） （2） （8） （38）
道外就職者 6 3 2 9 1 13 41 2 14 12 15 20 1 1 1 20 33 194 
うち （0） （0） （1） （4） （1） （3） （0） （1） （0） （0） （1） （0） （1） （3） （0） （1） （16）
有　職　者 6 1 1 25 6 13 1 5 1 1 5 5 3 5 6 6 90 

（D） （75.0） （100.0） （100.0） （86.7） （100.0） （100.0） （100.0） （100.0） （85.7） （100.0） （100.0） （100.0） （100.0） （66.7） （100.0） （66.7） （100.0） （91.1）
就 職 率（％） 79.2 100.0 100.0 95.5 100.0 100.0 100.0 100.0 91.7 100.0 100.0 100.0 100.0 83.3 100.0 95.8 95.2 96.1 

昨年の就職率（％） （83.3） （100.0） － （100.0） （100.0） （100.0） （100.0） （100.0） （100.0） （100.0） （50.0） （100.0） （100.0） （50.0） （100.0） （100.0） （100.0） （91.3）
93.3 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 96.8 92.3 100.0 85.7 50.0 96.0 100.0 66.7 100.0 95.8 100.0 92.3 

（E） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0） 〔0〕 （0）
進 学 者 数 〔0〕 0 〔0〕 0 〔0〕 0 〔0〕 0 〔0〕 0 〔0〕 0 〔0〕 0 〔0〕 0 〔0〕 0 〔0〕 0 〔0〕 0 〔0〕 0 〔0〕 0 〔0〕 0 〔0〕 0 〔0〕 0 〔0〕 0 〔0〕 0 
うち 〔0〕 （0）
大　学　院 〔0〕 0 
うち 〔0〕 （0）
大　　　学 〔0〕 0 
うち 〔0〕 （0）
就職している者 〔0〕 0 

（F） （9） （3） （0） （7） （4） （3） （2） （4） （9） （3） （11） （9） （1） （2） （5） （1） （73）
そ の 他 18 9 2 20 11 4 6 8 21 17 17 12 4 4 20 8 181 
・A＝C＋E＋F　・D＝C÷B×100　・上段（　）は，女子で内数／就職率（　）は，女子の就職率
・就職者数〔　〕は，正規の職員等でないもので内数
・進学者数〔　〕は，本学進学者で内数
・進学者数「うち就職している者〔　〕」は，正規の職員等でないもので内数
＊1　生命科学院には，後期課程（生命科学専攻）と一貫制課程（臨床薬学専攻）がある
＊2　工学院には，工学研究科修了者を含む
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学
部

企
業
の
所
在
地

文
学
部

教
育
学
部

法
学
部

経
済
学
部

理
学
部

医
学
部

歯
学
部

薬
学
部

工
学
部

農
学
部

獣
医
学
部

水
産
学
部

合
　
　
計

医
学
科

保
健
学
科

薬
科
学
科（
4
年
制
）
薬
学
科（
6
年
制
）

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

地
域
別
就
職
者
数

北
海
道

札
幌
市

31
 （
21
）

16
 （
12
）

48
 （
15
）

41
 （
13
）

9 
（
4）

64
 （
53
）

1 
（
1）

11
 
（
9）

27
 
（
6）

10
 
（
4）

1 
（
0）

11
 
（
6）

27
0 
（
14
4）

札
幌
市
以
外

20
 
（
9）

5 
（
1）

4 
（
1）

7 
（
3）

5 
（
1）

12
 
（
8）

4 
（
1）

3 
（
1）

2 
（
2）

5 
（
0）

67
 
（
27
）

東
北

青
森
県

2 
（
2）

3 
（
1）

1 
（
1）

1 
（
0）

7 
（
4）

岩
手
県

1 
（
1）

1 
（
0）

2 
（
1）

宮
城
県

1 
（
0）

1 
（
1）

1 
（
1）

3 
（
2）

秋
田
県

1 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

4 
（
1）

山
形
県

0 
（
0）

福
島
県

1 
（
0）

1 
（
0）

2 
（
0）

関
東

茨
城
県

1 
（
0）

1 
（
1）

1 
（
1）

2 
（
1）

1 
（
0）

6 
（
3）

栃
木
県

0 
（
0）

群
馬
県

0 
（
0）

埼
玉
県

1 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
1）

1 
（
1）

1 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
1）

1 
（
1）

8 
（
6）

千
葉
県

1 
（
1）

1 
（
1）

2 
（
1）

8 
（
8）

1 
（
1）

1 
（
0）

14
 
（
12
）

東
京
都

48
 （
27
）

12
 
（
6）

64
 （
18
）

82
 （
21
）

14
 
（
3）

17
 （
14
）

1 
（
0）

6 
（
1）

41
 （
12
）

16
 
（
6）

7 
（
1）

17
 
（
4）

32
5 
（
11
3）

神
奈
川
県

1 
（
0）

4 
（
1）

2 
（
0）

1 
（
0）

2 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
1）

2 
（
0）

14
 
（
2）

北
陸

新
潟
県

2 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
1）

4 
（
2）

富
山
県

1 
（
0）

2 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
0）

5 
（
1）

石
川
県

2 
（
1）

1 
（
1）

3 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
1）

1 
（
0）

9 
（
4）

福
井
県

0 
（
0）

中
部

山
梨
県

0 
（
0）

長
野
県

3 
（
1）

1 
（
0）

2 
（
0）

2 
（
2）

8 
（
3）

岐
阜
県

0 
（
0）

静
岡
県

3 
（
1）

4 
（
3）

2 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
0）

2 
（
1）

13
 
（
6）

愛
知
県

4 
（
4）

3 
（
2）

3 
（
0）

3 
（
1）

2 
（
0）

1 
（
1）

2 
（
0）

1 
（
1）

1 
（
0）

20
 
（
9）

近
畿

三
重
県

1 
（
1）

1 
（
1）

1 
（
0）

3 
（
2）

滋
賀
県

1 
（
0）

1 
（
0）

京
都
府

1 
（
0）

2 
（
1）

3 
（
1）

大
阪
府

1 
（
1）

1 
（
0）

10
 
（
3）

7 
（
2）

5 
（
1）

3 
（
2）

1 
（
0）

5 
（
2）

8 
（
1）

1 
（
0）

2 
（
0）

44
 
（
12
）

兵
庫
県

1 
（
0）

2 
（
0）

3 
（
1）

1 
（
1）

1 
（
1）

3 
（
3）

11
 
（
6）

奈
良
県

1 
（
0）

1 
（
0）

2 
（
0）

和
歌
山
県

0 
（
0）

中
国

鳥
取
県

1 
（
0）

1 
（
0）

島
根
県

0 
（
0）

岡
山
県

1 
（
1）

1 
（
1）

広
島
県

2 
（
2）

1 
（
0）

3 
（
2）

山
口
県

2 
（
1）

2 
（
1）

四
国

徳
島
県

1 
（
0）

1 
（
0）

香
川
県

1 
（
0）

1 
（
0）

愛
媛
県

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

3 
（
0）

高
知
県

0 
（
0）

九
州

福
岡
県

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
1）

2 
（
0）

5 
（
1）

佐
賀
県

0 
（
0）

長
崎
県

1 
（
0）

1 
（
0）

熊
本
県

0 
（
0）

大
分
県

0 
（
0）

宮
崎
県

0 
（
0）

鹿
児
島
県

1 
（
1）

1 
（
1）

沖
縄
県

1 
（
0）

1 
（
0）

海
外

0 
（
0）

就
職
先
詳
細
不
明

1 
（
0）

3 
（
1）

2 
（
1）

6 
（
2）

合
　
　
　
　
　
計

12
5 
（
72
）

43
 （
23
）

14
6 
（
44
）

16
6 
（
49
）

40
 （
10
）

0 
（
0）

11
5 
（
92
）

0 
（
0）

3 
（
1）

27
 （
15
）

91
 （
22
）

45
 （
20
）

25
 （
10
）

45
 （
11
）

87
1 
（
36
9）

※
（
　
）
は
女
子
で
内
数

2
．
地
域
別
就
職
状
況

学
　
部
 

平
成
29
年
5
月
1
日
現
在
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修
士
課
程 研
究
科（
学
院
）

企
業
の
所
在
地

文
学
研
究
科
法
学
研
究
科
経
済
学
研
究
科
医
学
研
究
科

情
報
科
学

研
究
科

水
産
科
学
院
環
境
科
学
院

理
学
院

農
学
院

生
命
科
学
院

教
育
学
院

国際
広報
メデ
ィア

・観
光学
院

保
健
科
学
院

工
学
院

総
合
化
学
院

合
　
　
計

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

地
域
別
就
職
者
数

北
海
道

札
幌
市

8 
（
6）

1 
（
1）

3 
（
1）

4 
（
2）

15
 
（
0）

4 
（
2）

19
 
（
9）

12
 
（
0）

12
 
（
4）

2 
（
0）

7 
（
4）

11
 
（
7）

21
 （
10
）

25
 
（
5）

2 
（
0）

14
6 
（
51
）

札
幌
市
以
外

3 
（
2）

1 
（
0）

7 
（
0）

8 
（
1）

3 
（
1）

8 
（
2）

6 
（
1）

6 
（
5）

4 
（
3）

1 
（
1）

6 
（
3）

16
 
（
3）

1 
（
1）

70
 
（
23
）

東
北

青
森
県

1 
（
0）

1 
（
0）

3 
（
0）

5 
（
0）

岩
手
県

1 
（
0）

1 
（
0）

宮
城
県

1 
（
0）

2 
（
1）

1 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

7 
（
2）

秋
田
県

1 
（
0）

1 
（
0）

山
形
県

0 
（
0）

福
島
県

1 
（
0）

2 
（
0）

3 
（
0）

関
東

茨
城
県

3 
（
1）

4 
（
1）

2 
（
1）

1 
（
0）

3 
（
1）

13
 
（
4）

栃
木
県

1 
（
0）

1 
（
0）

2 
（
0）

1 
（
1）

5 
（
1）

群
馬
県

3 
（
1）

1 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
0）

6 
（
2）

埼
玉
県

1 
（
0）

1 
（
1）

4 
（
2）

2 
（
0）

1 
（
1）

1 
（
1）

10
 
（
5）

千
葉
県

1 
（
0）

3 
（
2）

4 
（
2）

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
1）

4 
（
0）

2 
（
0）

17
 
（
5）

東
京
都

12
 
（
7）

2 
（
0）

7 
（
3）

3 
（
3）

90
 （
11
）

32
 
（
8）

37
 （
12
）

43
 
（
7）

54
 （
22
）

46
 （
17
）

6 
（
3）

14
 
（
9）

7 
（
4）

17
1 
（
26
）

58
 （
12
）

58
2 
（
14
4）

神
奈
川
県

4 
（
1）

6 
（
3）

7 
（
1）

1 
（
0）

3 
（
0）

5 
（
2）

4 
（
2）

3 
（
2）

15
 
（
4）

6 
（
1）

54
 
（
16
）

北
陸

新
潟
県

2 
（
0）

1 
（
0）

3 
（
0）

富
山
県

1 
（
0）

1 
（
0）

3 
（
0）

1 
（
1）

6 
（
1）

石
川
県

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
1）

3 
（
1）

福
井
県

0 
（
0）

中
部

山
梨
県

1 
（
0）

1 
（
0）

2 
（
0）

長
野
県

1 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
1）

2 
（
1）

5 
（
3）

岐
阜
県

0 
（
0）

静
岡
県

1 
（
0）

1 
（
1）

3 
（
1）

4 
（
1）

1 
（
1）

2 
（
0）

1 
（
0）

13
 
（
4）

愛
知
県

1 
（
1）

7 
（
1）

1 
（
1）

6 
（
1）

2 
（
1）

2 
（
0）

2 
（
1）

22
 
（
2）

8 
（
2）

51
 
（
10
）

近
畿

三
重
県

1 
（
1）

1 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

5 
（
2）

滋
賀
県

2 
（
1）

2 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
0）

6 
（
2）

京
都
府

3 
（
0）

2 
（
0）

3 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
1）

1 
（
0）

3 
（
0）

15
 
（
2）

大
阪
府

1 
（
0）

9 
（
1）

4 
（
2）

8 
（
2）

2 
（
2）

10
 
（
6）

10
 
（
2）

1 
（
1）

17
 
（
4）

15
 
（
4）

77
 
（
24
）

兵
庫
県

1 
（
0）

1 
（
0）

2 
（
1）

1 
（
1）

4 
（
0）

1 
（
0）

6 
（
0）

2 
（
1）

18
 
（
3）

奈
良
県

1 
（
1）

1 
（
1）

和
歌
山
県

1 
（
0）

1 
（
0）

中
国

鳥
取
県

1 
（
0）

1 
（
0）

島
根
県

1 
（
1）

1 
（
1）

岡
山
県

1 
（
1）

1 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
0）

4 
（
2）

広
島
県

1 
（
0）

2 
（
0）

1 
（
0）

4 
（
0）

山
口
県

1 
（
0）

2 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

5 
（
0）

四
国

徳
島
県

1 
（
1）

1 
（
1）

2 
（
2）

香
川
県

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
1）

1 
（
0）

4
（
1）

愛
媛
県

2 
（
0）

3 
（
1）

5 
（
1）

高
知
県

0 
（
0）

九
州

福
岡
県

2 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

3 
（
0）

7 
（
0）

佐
賀
県

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

3 
（
0）

長
崎
県

0 
（
0）

熊
本
県

1 
（
1）

1 
（
1）

大
分
県

0 
（
0）

宮
崎
県

0 
（
0）

鹿
児
島
県

0 
（
0）

沖
縄
県

1 
（
0）

1 
（
0）

2 
（
0）

海
外

1 
（
0）

1 
（
1）

3 
（
2）

1 
（
0）

1 
（
1）

9 
（
2）

2 
（
2）

1 
（
1）

1 
（
0）

20
 
（
9）

就
職
先
詳
細
不
明

1 
（
1）

1 
（
1）

1 
（
0）

3 
（
1）

6 
（
3）

合
　
　
　
　
　
計

30
 （
18
）

7 
（
4）

16
 
（
7）

9 
（
5）

14
3 
（
16
）

78
 （
21
）
11
5 
（
39
）

77
 （
12
）
11
5 
（
44
）

91
 （
32
）

23
 （
15
）

31
 （
22
）

44
 （
20
）
29
7 
（
45
）
11
5 
（
26
）
1,1
91
 （
32
6）

※（
　
）は
女
子
で
内
数
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研
究
科
等

企
業
の
所
在
地

法
科
大
学
院

（
法
学
研
究
科
）

会
計
専
門
職
大
学
院

（
経
済
学
研
究
科
）

公
共
政
策
大
学
院

（
公
共
政
策
学
教
育
部
）

合
　
　
　
　
　
　
　
　
計

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

地
域
別
就
職
者
数

北
海
道

札
幌
市

2 
（
1）

11
 

（
3）

13
 

（
4）

札
幌
市
以
外

3 
（
0）

3 
（
0）

東
北

青
森
県

0 
（
0）

岩
手
県

1 
（
0）

1 
（
0）

宮
城
県

1 
（
0）

1 
（
0）

秋
田
県

0 
（
0）

山
形
県

1 
（
0）

1 
（
0）

福
島
県

0 
（
0）

関
東

茨
城
県

0 
（
0）

栃
木
県

1 
（
0）

1 
（
0）

群
馬
県

0 
（
0）

埼
玉
県

2 
（
2）

2 
（
2）

千
葉
県

1 
（
1）

1 
（
1）

東
京
都

1 
（
0）

15
 

（
3）

16
 

（
3）

神
奈
川
県

0 
（
0）

北
陸

新
潟
県

0 
（
0）

富
山
県

0 
（
0）

石
川
県

0 
（
0）

福
井
県

0 
（
0）

中
部

山
梨
県

0 
（
0）

長
野
県

0 
（
0）

岐
阜
県

0 
（
0）

静
岡
県

0 
（
0）

愛
知
県

0 
（
0）

近
畿

三
重
県

0 
（
0）

滋
賀
県

1 
（
0）

1 
（
0）

京
都
府

0 
（
0）

大
阪
府

2 
（
1）

2 
（
1）

兵
庫
県

0 
（
0）

奈
良
県

0 
（
0）

和
歌
山
県

0 
（
0）

中
国

鳥
取
県

0 
（
0）

島
根
県

0 
（
0）

岡
山
県

0 
（
0）

広
島
県

0 
（
0）

山
口
県

0 
（
0）

四
国

徳
島
県

0 
（
0）

香
川
県

0 
（
0）

愛
媛
県

0 
（
0）

高
知
県

0 
（
0）

九
州

福
岡
県

0 
（
0）

佐
賀
県

0 
（
0）

長
崎
県

0 
（
0）

熊
本
県

0 
（
0）

大
分
県

0 
（
0）

宮
崎
県

0 
（
0）

鹿
児
島
県

0 
（
0）

沖
縄
県

0 
（
0）

海
外

1 
（
1）

1 
（
1）

就
職
先
詳
細
不
明

0 
（
0）

合
　
　
　
　
　
計

1 
（
0）

5 
（
1）

37
 

（
11
）

43
 

（
12
）

※
（
　
）
は
女
子
で
内
数

専
門
職
大
学
院
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（
学
務
部
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
）

研
究
科（
学
院
）

企
業
の
所
在
地

文
学
研
究
科
法
学
研
究
科
経
済
学
研
究
科
医
学
研
究
科
歯
学
研
究
科
獣
医
学
研
究
科
情
報
科
学

研
究
科

水
産
科
学
院
環
境
科
学
院

理
学
院

農
学
院

生
命
科
学
院
＊
1
教
育
学
院

国際
広報
メデ
ィア

・観
光学

院
保
健
科
学
院
工
学
院
＊
2
総
合
化
学
院

合
　
　
計

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数

就
職
者
数
地
域
別
就
職
者
数

北
海
道

札
幌
市

10
 （
2）

4 
（
2）

1 
（
0）

41
 （
9）

8 
（
4）

2 
（
0）

5 
（
1）

4 
（
1）

7 
（
1）

6 
（
1）

6 
（
1）

2 
（
0）

3 
（
2）

5 
（
2）

3 
（
0）

6 
（
1）

11
3 
（
27
）

札
幌
市
以
外

3 
（
0）

1 
（
0）

14
 （
2）

4 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
0）

3 
（
1）

3 
（
1）

2 
（
0）

3 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
1）

1 
（
0）

38
 
（
7）

東
北

青
森
県

1 
（
0）

1 
（
0）

2 
（
0）

岩
手
県

0 
（
0）

宮
城
県

1 
（
0）

1 
（
0）

2 
（
0）

秋
田
県

0 
（
0）

山
形
県

1 
（
1）

1 
（
0）

2 
（
1）

福
島
県

1 
（
0）

1 
（
0）

関
東

茨
城
県

1 
（
0）

2 
（
0）

2 
（
0）

3 
（
1）

1 
（
0）

9 
（
1）

栃
木
県

0 
（
0）

群
馬
県

0 
（
0）

埼
玉
県

2 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

6 
（
1）

千
葉
県

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

4 
（
0）

東
京
都

2 
（
1）

1 
（
1）

2 
（
0）

21
 （
4）

2 
（
0）

3 
（
1）

4 
（
1）

1 
（
0）

6 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

7 
（
1）

13
 （
2）

64
 
（
11
）

神
奈
川
県

1 
（
1）

1 
（
0）

4 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
0）

11
 
（
2）

北
陸

新
潟
県

1 
（
0）

1 
（
0）

富
山
県

1 
（
1）

1 
（
1）

石
川
県

0 
（
0）

福
井
県

0 
（
0）

中
部

山
梨
県

0 
（
0）

長
野
県

1 
（
0）

1 
（
0）

岐
阜
県

0 
（
0）

静
岡
県

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

6 
（
0）

愛
知
県

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

2 
（
1）

6 
（
1）

近
畿

三
重
県

1 
（
0）

1 
（
0）

滋
賀
県

0 
（
0）

京
都
府

1 
（
1）

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

4 
（
1）

大
阪
府

1 
（
1）

1 
（
0）

2 
（
1）

1 
（
0）

2 
（
1）

1 
（
1）

6 
（
2）

4 
（
1）

18
 
（
7）

兵
庫
県

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

4 
（
0）

奈
良
県

0 
（
0）

和
歌
山
県

0 
（
0）

中
国

鳥
取
県

0 
（
0）

島
根
県

0 
（
0）

岡
山
県

0 
（
0）

広
島
県

0 
（
0）

山
口
県

1 
（
0）

1 
（
0）

四
国

徳
島
県

1 
（
0）

1 
（
0）

香
川
県

0 
（
0）

愛
媛
県

1 
（
1）

1 
（
0）

2 
（
1）

高
知
県

0 
（
0）

九
州

福
岡
県

0 
（
0）

佐
賀
県

0 
（
0）

長
崎
県

1 
（
0）

1 
（
0）

熊
本
県

0 
（
0）

大
分
県

0 
（
0）

宮
崎
県

0 
（
0）

鹿
児
島
県

1 
（
0）

1 
（
0）

1 
（
0）

3 
（
0）

沖
縄
県

0 
（
0）

海
外

2 
（
2）

2 
（
1）

1 
（
1）

6 
（
2）

9 
（
0）

2 
（
1）

1 
（
0）

9 
（
0）

3 
（
1）

2 
（
0）

5 
（
3）

42
 
（
11
）

就
職
先
詳
細
不
明

1 
（
0）

1 
（
0）

2 
（
0）

合
　
　
　
　
　
計

19
 （
6）

8 
（
3）

3 
（
2）

64
 （
13
）

13
 （
5）

16
 （
4）

47
 （
6）

5 
（
1）

22
 （
6）

19
 （
2）

23
 （
3）

26
 （
4）

6 
（
1）

5 
（
2）

7 
（
3）

23
 （
2）

40
 （
9）

34
6 
（
72
）

※（
　
）は
女
子
で
内
数

＊
1　
生
命
科
学
院
に
は
，
後
期
課
程
（
生
命
科
学
専
攻
）
と
一
貫
制
課
程
（
臨
床
薬
学
専
攻
）
が
あ
る

＊
2　
工
学
院
に
は
，
工
学
研
究
科
修
了
者
を
含
む

博
士
課
程
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編 集 メ モ

●木々の緑が濃くなり，青空とのコン
トラストが美しい季節となりました。
●毎年夏の恒例となっている「緑のビ
アガーデン」を，7月31日（月）～8
月4日（金）に百年記念会館で開催し

ます。昨年よりも開催期間が1日長く
なり，屋外席も増設します。
皆様お誘い合わせのうえ，美しい緑の
キャンパスで，夕べのひとときをお過
ごしください。
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北の鉄道風景 

北大時報

2016. 6. 5　室蘭本線　有珠～長和（伊達市）

51 夕日を浴びて

伊達市と洞爺湖町の境界付近に見られる複雑な海
岸線は，7000 ～ 8000年前と推測される有珠山の火山
活動によって生み出されたものだ。羊蹄山などと同
じような円錐形の成層火山であった有珠山の噴火に
伴う山体崩壊が発生し，それによって生じた岩屑な
だれが内浦湾にまで流れ込んだ結果，湾と岬が入り
組む，複雑な海岸線がつくられた。このような海岸
線の東端にある「エントモ岬」も，上記の過程で生

まれたものなのだろう。有珠山麓から続く丘が内浦
湾にせり出すような地形を持つこの岬に立つと，海
岸線を走る列車を海越しに望むことができる。写真
は札幌発函館行きの＜スーパー北斗＞が夕日を浴び
ながら走り去る光景である。

情報科学研究科　准教授　山本　学
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